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資
料

②
オ
プ
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の
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連
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関
す
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Ｇ
Ｈ
Ｑ
内
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理
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に
っ

③
民
政
局
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制
度
廃
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公
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〃
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・
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の
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て

元
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Ｑ
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二
民
法
改
正
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①
「
家
」
制
度
改
廃

結
果
利
川
の
ｈ
無

③
ハ
ッ
シ
ー
又
撫
巾
の
一
淑
法
草
案
の
平
等
原
川
・
家
族
に
関
わ
る
条
文

に
つ
い
て
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二
四
条
を
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る
Ⅲ
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戦
後
占
領
期
の
前
半
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
政
局
（
の
。
ぐ
の
３
日
目
【
の
⑮
。
〔
一
・
コ
）

の
課
長
、
の
ち
次
長
で
あ
っ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
．
Ｌ
・
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏

（
１
）
 

（
ｏ
ｇ
１
の
⑰
伊
・
尻
目
の
の
）
は
、
一
九
九
六
年
六
月
一
八
日
に
九
○
歳
で
亡

く
な
ら
れ
た
。

同
氏
は
、
周
知
の
ご
と
く
民
政
局
で
ホ
イ
ッ
ト
ー
ー
ー
（
○
○
日
目
の
］

ヨ
冨
日
＆
）
局
長
に
つ
い
で
文
字
通
り
「
ナ
ン
バ
ー
２
」
の
実
力
者
の

地
位
に
あ
り
、
日
本
国
憲
法
の
成
立
過
程
に
、
場
面
に
よ
っ
て
は
局
長
以

上
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
’
九
九
三
年
四
月
末
か
ら
五
月

初
旬
に
か
け
、
筆
者
は
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
に
四
度
に
亙
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
う
機
会
を
得
た
。
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
に
、
ご
存
命
中
に
こ
の
記
録
の
発
表

を
報
告
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
い
つ
つ
、
遅
き
に
失
す
る
が
本
稿
の
公

表
の
機
を
と
ら
え
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
全
面
的
に
ご
協
力
下
さ
っ
た
ケ
イ

デ
ィ
ス
氏
に
、
こ
こ
に
お
い
て
哀
悼
と
と
も
に
心
か
ら
の
感
謝
の
意
を
表

す
こ
と
と
し
た
い
。

（
２
）
 

叫
ゴ
時
筆
者
の
研
究
上
の
関
心
は
、
憲
法
二
四
条
の
成
立
過
程
、
及
び
同

条
の
下
で
の
民
法
・
戸
籍
法
中
の
「
家
」
制
度
改
廃
に
あ
り
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
は
こ
の
テ
ー
マ
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。
筆
者
の
そ
の
後
の
研
究
．

（
３
）
 

調
査
範
囲
４
℃
、
ま
た
本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
本
稿
の
重
点
も
、
あ
く
ま
で
民

は
じ
め
に

法
学
志
林
第
九
十
四
巻
第
二
号

’
三
四

法
・
戸
籍
法
中
の
「
家
」
制
度
の
改
廃
過
程
に
あ
る
。
従
っ
て
、
占
領
政

策
や
憲
法
制
定
過
程
の
全
体
像
の
解
明
は
全
く
意
図
し
て
お
ら
ず
、
そ
も

そ
も
筆
者
の
能
力
を
超
え
て
い
る
た
め
、
本
稿
に
も
誤
り
が
多
々
あ
る
こ

と
を
お
そ
れ
る
。
各
分
野
の
専
門
家
の
方
々
の
ご
教
示
を
乞
う
次
第
で
あ

（
４
）
 

る
。イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
日
時
（
す
べ
て
一
九
九
三
年
）
・
機
会
・
場
所
は
次

（
５
）
 

の
通
り
で
あ
る
。

＊
四
月
二
六
日
主
と
し
て
研
究
者
を
集
め
て
の
憲
法
制
定
に
関
わ
る

研
究
会
に
て
（
ベ
ァ
テ
・
シ
ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン
（
国
の
貝
の
四
８
日

（
６
）
 

○
・
吋
ロ
○
口
）
が
同
席
）
場
所
－
１
束
京
都
文
京
区
本
郷
学
士
会
館
別

（
７
）
 

館＊
四
月
二
九
日
筆
者
の
み
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
場
所
１
１
束

京
・
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

＊
五
月
六
日
陪
審
制
度
推
進
を
目
的
と
す
る
会
主
催
の
会
合
に
て

場
所
１
１
束
京
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

＊
五
月
七
日
筆
者
の
み
に
よ
る
電
話
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（
８
）
 

本
記
録
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
お
断
り
し
て
お
く
。

＊
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
に
は
、
予
め
研
究
目
的
と
断
り
、
公
表
を
前
提
と
し

て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
願
い
し
た
。
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（
９
）
 

＊
質
問
背
は
筆
者
で
あ
る
。
質
問
に
は
「
Ｗ
」
を
、
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
の
一
憲
法
二
四
条
の
成
立
過
程
に
つ
い
て

発
一
一
両
に
は
「
Ｋ
」
を
、
各
々
Ｈ
頭
に
付
し
た
。
特
に
画
間
は
せ
ず
、
ヶ
（
本
項
、
Ⅱ
｜
の
本
文
中
の
月
・
日
は
す
べ
て
一
九
四
六
年
で
あ
る
。
）

イ
デ
ィ
ス
氏
に
自
由
に
発
言
し
て
い
た
だ
い
た
箇
所
も
あ
る
。

①
二
四
条
以
外
の
シ
ロ
タ
に
よ
る
条
文
案
廃
棄
の
経
緯

＊
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
質
疑
・
応
答
と
も
英
語
で
行
な
っ
た
。
本
記
録
Ｋ
二
月
上
旬
の
い
わ
ゆ
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
草
案
起
草
過
程
で
、
シ
ロ
タ

作
成
に
あ
た
っ
て
の
事
後
的
な
和
訳
は
筆
者
に
よ
る
。

が
起
草
し
た
主
と
し
て
家
族
と
女
性
に
関
す
る
条
項
を
含
む
「
人
権

＊
本
記
録
は
、
す
べ
て
各
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
際
に
作
成
し
た
、
瓠
（
Ｑ
く
】
」
幻
碕
貸
⑭
）
」
の
部
分
は
極
め
て
長
か
っ
た
。
千
八
百
語
は
あ
っ
た

（
Ⅶ
）
 

者
の
手
書
き
メ
モ
（
す
べ
て
現
存
）
か
ら
書
き
起
こ
し
た
。
な
お
、
イ
と
思
う
。
こ
れ
を
運
営
委
員
会
が
短
く
し
た
の
だ
。

ン
タ
ピ
ュ
ー
の
録
音
記
録
は
な
い
。

（
Ⅲ
）
 

＊
日
本
語
の
叙
述
内
容
は
、
可
能
な
限
り
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
の
英
語
の
表
②
二
四
条
を
め
ぐ
る
Ⅲ
水
政
府
と
の
交
渉

（
旧
）

現
を
再
現
し
た
。
ケ
ィ
デ
ィ
ス
氏
の
発
一
一
一
一
凹
巾
、
（
）
に
英
語
が
挿
入
Ｋ
三
川
川
Ⅱ
の
夜
、
正
確
に
は
三
月
五
日
早
朝
二
時
頃
に
、
二
川
条
を

さ
れ
て
い
る
の
は
、
氏
が
直
接
使
用
し
た
表
現
で
あ
る
。

審
議
す
る
順
が
回
っ
て
き
た
。
こ
の
時
の
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
民
政
局
側
の
在
席
者
に

＊
英
文
和
文
を
問
わ
ず
、
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
の
校
閲
は
受
け
て
い
な
い
。
は
、
私
と
、
通
訳
と
し
て
ゴ
ー
ド
ン
［
〕
。
⑫
の
ｇ
ｏ
ｏ
ａ
ｏ
ｐ
］
、
シ
ロ
タ
、

（
旧
）

＊
叙
述
の
順
序
は
、
複
数
日
に
わ
た
っ
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
内
容
を
ハ
ー
シ
ー
［
四
の
厨
ど
の
］
］
が
い
た
。
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
は
別
案
の
自
察
に
お

筆
者
が
整
理
し
た
。
即
ち
ケ
ィ
デ
ィ
ス
氏
が
述
べ
た
と
お
り
の
順
序
で
り
、
ワ
ィ
ル
ズ
［
国
口
『
ｑ
向
日
の
厨
○
口
三
旨
の
⑪
］
、
ル
ー
ス
ト
［
回
国
の
『
【
・

（
Ｍ
）
 

は
な
い
。

”
ｏ
の
異
］
も
同
席
し
て
い
な
か
っ
た
。
日
本
側
の
在
席
者
は
佐
藤
達
夫
は

＊
見
出
し
（
一
、
二
や
①
②
③
…
…
を
付
し
た
も
の
）
は
筆
者
に
よ
る
い
た
と
し
て
、
通
訳
と
し
て
白
洲
［
次
郎
］
、
［
内
閣
〕
法
制
局
（
い
の
的
】
い
』
口
‐

表
現
で
あ
る
。

は
く
の
国
日
の
目
）
か
ら
も
う
二
、
三
人
、
英
語
の
上
手
な
者
が
い
た
。
こ

＊
本
文
の
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
（
［
］
）
内
は
、
筆
者
に
よ
る
注
記
・
補
足
で
の
二
、
三
人
が
、
松
本
蒸
治
大
臣
の
部
下
だ
っ
た
の
か
、
佐
藤
の
部
下

あ
る
。

だ
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
通
訳
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

＊
従
っ
て
、
文
武
は
す
べ
て
兼
者
に
あ
る
。

か
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
で
学
ん
だ
ら
し
い
英
語
の
う
ま
い
「
オ
・
・
…
・
云
々
」
と

（
旧
）

い
う
名
の
人
８
℃
い
た
。

元
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
政
局
次
長
故
Ｃ
・
Ｌ
・
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
一
九
九
三
年
）
（
和
田
）

一
三
五
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③
ハ
ッ
シ
ー
文
書
中
の
一
憲
法
草
案
の
平
等
原
則
・
家
族
に
関
わ
る
条
文

（
別
）

に
つ
い
て

Ｗ
こ
の
「
｜
草
案
」
は
、
三
月
六
Ⅱ
と
四
月
八
Ｈ
の
間
に
起
草
さ
れ
た

と
見
ら
れ
る
。
［
現
行
］
一
四
条
一
項
に
追
加
さ
れ
た
但
書
、
ま
た
二
四

条
を
代
替
す
る
「
二
五
条
」
、
双
刀
と
も
問
題
を
多
く
含
ん
で
い
る
が
、

法
紫
志
林
節
九
十
四
巻
卵
二
号

こ
の
二
四
条
審
議
の
際
、
Ⅱ
本
側
は
、
こ
の
条
文
案
の
内
容
が
「
広
範

に
わ
た
り
す
ぎ
る
（
【
○
○
ヶ
８
日
）
」
と
言
い
、
ま
た
「
日
本
の
歴
史
・

法
に
全
く
そ
ぐ
わ
な
い
（
【
○
且
ご
ご
８
コ
い
】
⑫
【
の
。
【
且
岳
］
：
§
の
⑭
の
曰
⑪
‐

（
旧
）

〔
ｏ
ｑ
ｏ
Ｈ
］
、
君
）
」
と
し
て
強
く
反
対
し
た
。
そ
う
言
っ
た
の
が
誰
か
は
全

く
覚
え
て
い
な
い
。
個
人
的
意
見
な
の
か
、
［
こ
の
日
の
川
本
側
メ
ン

バ
ー
で
は
股
も
高
い
地
位
に
い
た
］
佐
藤
の
意
見
な
の
か
、
Ⅱ
本
政
府
の

愈
兇
な
の
か
、
厳
密
に
は
分
か
ら
な
い
。
ち
な
み
に
、
佐
藤
の
［
主
た

る
］
Ⅲ
心
は
火
皿
制
に
あ
っ
た
。

こ
の
砧
、
私
は
日
本
側
に
、
川
Ⅲ
の
朝
十
時
頃
か
ら
検
討
を
始
め
て
い

て
皆
眠
い
こ
と
で
あ
る
し
、
「
あ
ま
り
細
か
く
検
討
す
る
の
は
や
め
よ
う
」

と
言
っ
た
。
そ
し
て
、
同
席
し
て
通
訳
し
て
い
た
シ
ロ
タ
に
言
及
し
て
、

（
、
）

（
肥
）

侭
曰
国
⑫
シ
『
二
○
」
の
』
②
。
」
。
⑪
の
（
○
す
の
Ｈ
汀
の
口
『
Ｆ
》
こ
す
く
○
○
コ
．
｛
垂
「
の
ロ
ロ
い
ぃ
芹
や
》
．

（
四
）

と
一
司
っ
た
と
こ
ろ
、
Ⅱ
水
側
は
こ
の
条
醐
を
受
け
入
れ
た
の
で
あ
る
。
シ

Ⅲ
タ
が
水
条
項
の
起
蛾
上
ｎ
で
あ
る
』
川
を
、
Ⅱ
本
側
は
こ
の
時
知
ら
な
か
つ

（
ｍ
）
 

た
し
、
そ
の
後
』
ｂ
知
ら
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。

二
民
法
改
正
に
つ
い
て

①
「
家
」
制
度
改
廃
に
関
す
る
事
前
調
査
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
政
局
に
よ
る
調
査

結
果
利
川
の
有
無

Ｗ
比
法
・
戸
鯏
扶
改
服
に
面
接
側
わ
っ
た
故
川
脇
武
穴
教
授
に
拠
れ
ば
、

ア
メ
リ
カ
は
戦
前
や
戦
中
に
既
に
Ⅱ
本
社
会
に
つ
い
て
の
洲
代
を
行
っ
て

お
り
（
例
と
し
て
ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
『
菊
と
刀
」
等
）
、
阯

法
・
戸
繍
法
中
の
「
家
」
制
度
に
つ
い
て
も
そ
う
し
た
調
炎
成
果
が
、
氏

政
局
で
の
法
改
正
に
際
し
利
川
さ
れ
、
そ
れ
に
腿
づ
い
て
、
氏
政
局
の

「
家
」
制
度
廃
止
の
方
針
が
早
い
時
期
（
具
体
的
に
は
一
九
四
六
年
三
－

六
月
を
念
頭
に
趣
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
）
に
既
に
決
定
し
て
い
た
、
と
い

（
路
）

う
。
こ
う
し
た
調
査
結
果
利
川
の
何
無
、
ま
た
そ
れ
に
蕊
づ
く
民
政
局
の

方
針
決
定
の
有
無
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

一
一
一
読
ハ

（
泥
）

（
以
上
二
つ
の
条
文
草
案
を
読
み
上
げ
て
）
こ
の
草
案
・
条
項
に
つ
い
て

記
憶
が
あ
る
か
？
フ
ァ
引
蛎
ロ
切
目
］
・
勺
冒
則
］
は
そ
の
作
成
者
は

「
日
本
の
役
人
」
「
日
本
の
当
局
」
と
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
叙
述
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
Ⅲ
本
政
府
の
対
案
だ
っ
た
の
か
？
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ど

う
思
う
か
？

Ｋ
そ
も
そ
も
三
月
六
Ｈ
以
後
、
日
本
政
府
側
が
［
こ
れ
ら
の
条
文
の
関

述
で
］
史
な
る
修
正
を
巾
し
入
れ
た
こ
と
な
ど
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
私
は

（
別
）

こ
れ
ら
の
修
正
案
に
つ
い
て
は
覚
え
て
い
な
い
。
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Ｋ
私
の
知
る
限
り
、
第
一
の
点
に
つ
い
て
も
、
従
っ
て
第
二
の
点
も
、
民
政
川
の
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
、
ハ
ッ
シ
ー
［
シ
｝
坤
の
。
”
・
函
仁
朋
旦
・
］
『
・
］
、

答
は
否
つ
ま
り
「
無
し
」
で
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
は
な
い
。
そ
う
し
た
ラ
ウ
ェ
ル
、
ヘ
イ
ズ
［
司
日
鼻
面
・
田
口
く
い
］
、
私
は
軍
人
出
身
で
、
他
の
人

（
釦
）

事
前
の
調
査
が
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
画
後
の
い
つ
（
ま
た
は
そ
も
そ
も
）
は
民
間
人
出
身
で
あ
る
が
、
局
内
に
大
陸
法
（
Ｑ
く
一
一
百
三
）
・
ロ
ー
マ

行
わ
れ
て
い
た
か
、
に
つ
い
て
も
私
は
知
ら
な
い
。
ま
た
民
政
同
も
そ
う
法
を
よ
く
知
っ
て
い
る
者
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
ワ
シ
ン
ト

（
妬
）

し
た
調
査
の
結
果
を
利
用
し
て
も
い
な
い
。
仮
に
も
そ
う
し
た
調
査
結
果
ン
Ｄ
Ｃ
の
陸
軍
省
（
ミ
ロ
『
ロ
の
ｂ
Ｐ
Ｈ
【
日
の
ロ
ー
）
に
電
報
を
書
い
て
、
民
間

を
利
川
し
た
と
す
れ
ば
オ
プ
ラ
ー
［
ど
｛
『
ａ
ｏ
ｐ
１
⑫
［
旨
ｐ
ｏ
ｂ
ｂ
－
⑮
『
］
で
あ
人
の
人
馴
部
局
（
○
日
］
】
§
ロ
の
『
い
・
ゴ
ロ
の
｝
□
８
口
灘
ョ
の
貝
）
で
、
大
陸
法

ろ
う
し
、
ま
た
ひ
ょ
っ
と
し
て
ラ
ウ
ェ
ル
［
ｇ
』
一
・
回
・
幻
・
君
の
巳
も
そ
う
に
造
詣
の
深
い
民
間
人
を
Ｍ
っ
て
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
に
赴
圧
さ
せ
て
欲
し
い
と
要
謝

し
た
利
川
は
可
能
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
他
の
人
は
あ
り
得
な
い
し
た
。

（
幻
）

だ
ろ
う
。
し
か
し
ラ
ウ
ェ
ル
に
よ
る
こ
う
し
た
洲
在
結
果
の
利
川
に
つ
い
Ｗ
時
期
は
、
一
九
川
ｎ
年
一
二
川
頃
か
？

て
も
、
私
は
何
も
Ⅲ
い
た
こ
と
も
な
い
し
、
知
ら
な
い
。

Ｋ
そ
こ
ま
で
明
確
に
は
覚
え
て
い
な
い
。
そ
の
帖
采
、
オ
プ
ラ
ー
ニ

（
羽
）

『
菊
と
刀
』
も
、
当
時
ま
だ
公
刊
も
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
し
、
九
Ｗ
六
年
二
月
米
川
）
と
プ
レ
ィ
ク
モ
ァ
［
曰
可
・
ョ
仰
晩
い
・
四
口
丙
の
日
Ｏ
Ｎ
の
］

比
政
局
で
は
誰
も
秘
ん
で
い
な
い
。
こ
の
点
は
、
Ⅱ
水
の
パ
航
史
を
研
究
（
さ
ら
に
後
に
問
征
）
が
選
ば
れ
、
米
Ⅲ
し
た
の
だ
。
オ
プ
ラ
ー
は
感
状

し
て
い
た
ハ
タ
と
い
う
入
城
行
の
Ⅱ
水
人
か
ら
、
二
○
年
ほ
ど
前
に
も
同
蛾
案
起
峨
作
業
が
終
わ
る
前
に
米
Ⅲ
し
た
の
だ
が
、
け
が
で
十
川
ほ
ど
人

（
”
）
 

じ
質
問
を
受
け
、
私
は
同
じ
答
え
を
し
て
い
る
。

院
し
て
い
た
の
で
、
起
草
作
業
そ
の
も
の
に
は
間
に
合
わ
ず
、
参
画
し
て

（
別
）

い
な
い
。
大
陸
法
専
門
家
の
赴
任
を
要
諦
し
、
結
果
と
し
て
オ
プ
ラ
ー
を

②
オ
プ
ラ
ー
の
赴
任
に
つ
い
て

州
脚
し
た
こ
と
に
な
る
の
が
私
で
あ
る
こ
と
は
、
オ
プ
ラ
ー
本
人
は
ｎ
群

（
蛇
）

Ｋ
私
は
、
日
本
の
法
制
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
系
な
の
で
あ
る
か
ら
、
に
垂
曰
い
て
い
な
い
し
、
亡
く
な
る
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

ｎ
本
の
法
制
改
革
の
た
め
に
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
に
は
大
陸
法
の
専
門
家
が
必
要
だ
と
オ
プ
ラ
ー
は
大
変
な
碩
学
で
、
良
い
人
柄
（
日
８
℃
の
厨
○
コ
）
で
、
親

早
い
時
期
か
ら
意
識
し
て
い
た
。
実
際
に
大
陸
法
の
専
門
家
を
民
政
局
に
切
な
人
（
②
三
の
貝
ロ
の
『
⑪
。
。
）
で
あ
っ
た
。
Ⅲ
本
人
も
ア
メ
リ
カ
人
も
、

沼
鴫
す
る
べ
き
だ
、
と
要
請
し
た
の
は
私
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
［
以
下
皆
オ
プ
ラ
ー
が
好
き
だ
っ
た
（
向
く
の
ミ
ワ
Ｏ
Ｓ
房
８
○
ロ
ロ
ー
の
『
一
）
。

に
見
る
と
お
り
］
私
が
オ
プ
ラ
ー
と
い
う
人
選
を
し
た
の
で
は
な
い
。

元
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
民
政
局
次
長
故
Ｃ
・
し
・
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
一
九
九
三
年
）
（
和
Ⅲ
）

一
三
七
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法
学
志
林
第
几
十
Ⅲ
巻
第
二
賠

③
氏
政
局
の
「
家
」
制
度
廃
止
の
公
式
刀
針
の
有
無
・
オ
プ
ラ
ー
の
役
割

Ｗ
民
政
局
に
「
家
」
制
度
廃
止
の
公
式
方
針
は
あ
っ
た
か
？

（
鋼
×
鈍
）

Ｋ
わ
か
ら
な
い
。
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

ｌ
民
法
改
正
を
主
導
し
た
一
人
で
あ
る
当
時
の
司
法
省
鶴
鞭
局
撞
、

奥
野
健
一
は
、
オ
プ
ラ
ー
か
ら
「
『
家
』
は
問
題
だ
」
と
い
う
発
言
が

（
鯛
）

あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
オ
プ
ラ
ー
と
奥
野
の
会
談
は
ど
の
時
点

（
師
）

か
？
．
Ｇ
Ⅲ
Ｑ
側
に
記
録
は
あ
る
と
思
う
か
？
ま
た
、
主
と
し
て
司
法

省
の
役
人
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
政
局
（
プ
レ
イ
ク
モ
ァ
な
ど
）
の
間
の
民
法
・
戸

繍
法
改
正
に
関
わ
る
会
談
三
九
四
七
年
Ⅱ
’
七
Ⅱ
）
は
、
Ｈ
水
川
に
は

（
師
）

か
な
り
詳
細
な
記
録
が
残
っ
て
い
る
が
、
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
側
に
は
紀
録
が
作
ら
れ

て
い
る
と
思
う
か
？

Ｋ
〔
ど
の
時
点
か
は
判
ら
な
い
。
典
休
的
祁
録
が
あ
る
か
ど
う
か
は
判

ら
な
い
が
、
一
般
論
と
し
て
］
腿
水
仙
に
記
録
は
い
ち
い
ち
残
し
て
い
な

い
。
プ
レ
イ
ク
モ
ァ
も
、
会
談
に
出
席
し
た
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
側
が
ｎ
分
一
人
の
場

合
、
自
分
で
詳
細
な
発
高
氾
録
は
残
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
Ⅸ
政
局
で
、

我
々
は
時
に
応
じ
て
富
の
日
・
日
日
ロ
日
帛
○
Ｎ
宛
の
８
ａ
を
作
る
こ
と
は

（
銘
）

あ
っ
た
が
。

Ｗ
川
脇
教
授
に
拠
れ
ば
、
オ
プ
ラ
ー
は
「
家
」
の
全
伽
的
廃
止
に
つ
い

（
鋤
）

て
は
「
ゆ
ず
れ
な
い
」
と
一
一
一
ｍ
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ど

う
思
う
か
？

Ｋ
懲
法
二
四
条
が
〔
邪
災
上
］
成
立
し
た
後
で
、
な
お
か
つ
「
家

一
三
八

（
時
）
」
を
残
す
こ
と
は
そ
も
そ
も
不
可
能
だ
か
ら
、
Ｇ
Ⅲ
Ｑ
と
し
て
は

「
家
」
に
つ
い
て
は
廃
止
云
々
を
言
う
必
要
は
な
い
。
つ
ま
り
、
戸
主
権

の
具
体
的
内
容
を
二
四
条
は
箇
条
書
的
に
否
定
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

「
家
」
は
実
質
的
に
廃
止
さ
れ
る
以
外
選
択
肢
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

Ｗ
し
か
し
、
戸
主
権
は
否
定
し
て
い
る
が
、
実
質
に
せ
よ
形
式
に
せ
よ

「
家
」
を
残
そ
う
、
と
い
う
動
き
は
あ
り
、
民
法
・
戸
職
法
改
正
過
樫
で

象
徴
的
な
「
家
」
存
侃
案
は
突
際
に
あ
っ
た
が
。
ま
た
図
会
で
意
法
改
正

担
当
の
国
務
大
臣
金
森
徳
次
郎
も
、
遼
法
二
四
条
の
下
で
も
「
家
」
は
存

佃
可
能
、
と
一
一
㎡
い
統
け
て
い
た
。
［
時
Ⅲ
不
足
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

以
上
の
点
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
か
ら
は
コ
メ
ン
ト
無
し
。
］
金
森
は
迦
法
の
三

川
六
川
案
に
は
ベ
ー
ス
と
し
て
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
案
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
耽
案
］
が
あ

る
と
は
前
え
な
か
っ
た
し
、
こ
れ
を
政
府
案
と
し
て
か
識
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
箪
傘
《
を
弁
趣
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
懲
法
が
成
立
し
て
も

家
制
度
は
存
置
で
き
る
旨
を
並
狼
し
て
い
た
の
だ
と
思
う
が
。

Ｋ
遜
法
敵
，
案
を
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
案
だ
と
（
門
え
な
か
っ
た
の
は
、
吉
川
〔
茂
〕
が

二
月
一
三
日
の
会
談
で
、
そ
の
こ
と
は
秘
密
に
し
て
く
れ
、
と
我
々
Ｇ
Ⅱ

Ｑ
側
に
言
っ
た
か
ら
だ
。
秘
密
に
す
る
の
は
吉
田
の
考
え
で
あ
っ
た
（
胃

三
ｍ
⑭
三
日
ロ
の
魁
）
。
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
は
こ
れ
に
対
し
て
、
秘
密
に
し
て
よ

（
側
）

い
、
と
一
言
っ
た
の
だ
。

Ｗ
民
法
・
戸
籍
法
改
正
に
つ
い
て
、
オ
プ
ラ
ー
か
ら
逐
一
説
明
を
受
け

て
い
た
の
か
？
オ
プ
ラ
ー
に
脂
示
（
。
】
Ｈ
の
８
．
口
い
）
を
川
し
た
こ
と
は
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あ
っ
た
か
？
そ
れ
と
も
こ
の
二
法
の
改
正
作
業
は
、
ほ
と
ん
ど
オ
ブ
な
く
て
結
蛎
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
戸
主
権
の
廃
止
に
は

ラ
ー
に
任
さ
れ
て
い
た
の
か
？

私
も
個
人
的
に
賛
成
で
あ
っ
た
。

Ｋ
私
は
、
民
法
・
戸
籍
法
改
正
は
［
他
の
多
く
の
法
改
正
と
同
様
］
オ
Ｗ
民
法
・
戸
籍
法
改
正
は
オ
プ
ラ
ー
に
一
任
し
て
い
た
な
ら
ば
、
オ
プ

プ
ラ
ー
に
一
任
し
て
い
た
。
民
政
局
で
は
ホ
イ
ッ
ト
ー
ー
ー
は
そ
も
そ
も
一
ラ
ー
自
身
の
［
職
務
遂
行
に
際
し
て
の
］
方
針
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
公
式
方
針

般
的
に
、
私
に
対
し
て
あ
ま
り
細
か
い
こ
と
は
言
わ
ず
、
多
く
を
任
せ
て
と
し
て
の
実
質
的
機
能
を
果
た
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
？

い
た
。
そ
し
て
そ
の
私
は
、
［
日
本
法
は
大
陸
法
系
だ
が
、
そ
の
］
大
陸
Ｋ
そ
れ
は
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。

法
に
つ
い
て
は
無
知
で
あ
る
の
で
、
［
民
法
・
戸
繍
法
改
正
も
］
大
陸
法

に
詳
し
く
、
じ
き
に
川
本
法
も
よ
く
知
る
よ
う
に
な
っ
た
オ
プ
ラ
ー
に
一
④
氏
法
改
正
に
お
け
る
ウ
ィ
ー
ド
の
役
割
に
つ
い
て

任
し
た
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
局
長
も
、
自
身
大
陸
法
Ｗ
川
島
教
授
は
『
あ
る
法
学
者
の
軌
跡
』
に
、
「
民
法
の
『
親
族
編
』
、

に
つ
い
て
は
無
知
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
改
正
作
業
は
オ
プ
ラ
ー
に
「
相
続
編
』
の
改
正
に
は
［
…
…
］
ミ
ス
・
ウ
ィ
ー
ド
［
向
日
の
］
ヨ
の
日
．

任
せ
て
い
た
。
加
え
て
、
一
般
的
に
オ
プ
ラ
ー
が
［
改
正
作
業
を
一
任
さ
Ｑ
く
一
目
ロ
［
・
『
日
ｇ
－
ｏ
ｐ
ｐ
Ｂ
図
口
８
（
』
・
ロ
の
の
２
．
口
（
Ｃ
ｌ
＆
Ｅ
、
民
問

れ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
］
私
に
相
談
に
来
た
と
き
も
、
常
に
私
は
彼
の
情
報
教
育
局
）
所
属
］
［
…
…
］
が
イ
エ
ス
と
言
わ
な
い
こ
と
は
絶
対
パ

意
見
に
は
賛
成
で
き
た
し
、
自
分
と
彼
と
の
間
に
意
見
の
相
違
が
あ
っ
た
ス
さ
せ
な
い
と
い
う
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
じ
き
じ
き
の
指
令
が
オ
プ
ラ
ー
の

こ
と
は
な
い
。
組
織
上
は
、
［
頭
要
蛎
項
に
つ
い
て
は
］
彼
は
上
司
で
あ
と
こ
ろ
に
き
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
、
オ
プ
ラ
ー
が
私
に
言
っ
た
こ
と
が

（
枢
）

る
私
の
同
録
叫
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
し
、
彼
は
口
紙
委
価
を
受
け
て
い
た
あ
り
ま
し
た
」
と
、
明
白
に
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ど
う
忠

わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
。
例
外
的
に
、
オ
プ
ラ
ー
と
私
の
意
見
が
別
れ
た
う
か
？

の
が
、
日
本
で
の
裁
判
官
の
公
選
制
導
入
是
非
論
争
（
賛
成
が
自
分
ほ
か
Ｋ
ま
っ
た
く
ば
か
げ
て
い
る
（
胃
冨
具
Ｓ
ｇ
』
②
ｇ
］
・
口
の
昌
一
）
。
あ
り

民
政
局
ほ
ぼ
全
員
、
反
対
が
唯
一
オ
プ
ラ
ー
）
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
私
え
な
い
。

（
机
）

は
最
終
的
に
オ
プ
ラ
ー
の
意
見
に
従
っ
た
。

［
第
一
に
、
オ
プ
ラ
ー
と
ウ
ィ
ー
ド
の
関
係
に
つ
い
て
］
私
は
ウ
ィ
ー

た
だ
、
私
の
日
本
人
の
友
人
で
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に
留
学
し
て
い
た
ド
を
個
人
的
に
は
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ド
は
と
て
も
低
い
ラ
ン

男
性
が
、
Ⅲ
本
人
女
性
と
同
居
し
、
子
供
ま
で
い
る
の
に
戸
主
の
同
意
が
ク
の
人
だ
。
オ
プ
ラ
ー
の
刀
が
ラ
ン
ク
も
高
い
。
［
従
っ
て
オ
プ
ラ
ー
が

元
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
民
政
同
次
艮
故
Ｃ
・
し
・
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
一
九
九
三
年
）
（
和
川
）

一
三
九
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⑤
片
山
内
閣
と
民
法
改
正

Ｗ
片
山
内
側
下
、
や
や
リ
ベ
ラ
ル
な
民
法
改
正
案
を
国
会
で
通
す
の
は

楽
に
な
っ
た
か
？

Ｋ
司
法
大
胆
の
鈴
木
義
男
［
社
会
党
］
が
リ
ベ
ラ
ル
だ
っ
た
の
も
法
案

の
図
会
通
過
に
プ
ラ
ス
に
働
い
た
（
芹
ロ
の
」
□
且
）
で
あ
ろ
う
。
私
は
片

法
学
志
林
第
九
十
四
巻
第
二
号

ウ
ィ
ー
ド
の
言
う
こ
と
に
従
う
、
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
、
と

い
》
フ
ニ
ュ
ア
ン
ス
。
］

［
第
二
に
、
オ
プ
ラ
ー
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
関
係
に
つ
い
て
］
ま
た
、

オ
プ
ラ
ー
、
身
も
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
会
っ
た
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
。
も
し
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
オ
プ
ラ
ー
ヘ
の
脂
示
が
普
斌
に
よ
っ
た
な
ら
ば
、
私

を
通
し
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
私
自
身
も
知
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の

人
間
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
実
際
ど
の
程
度
会
う
こ
と
が
あ
っ
た
か
、
出
政

局
を
例
に
と
る
と
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
局
長
は
む
ろ
ん
よ
く
会
っ
て
い
た
が
、

［
民
政
局
の
ナ
ン
バ
１
２
で
あ
っ
た
］
私
自
身
も
あ
ま
り
会
っ
た
こ
と
は

な
い
。
ス
ウ
ォ
ウ
プ
［
の
目
］
・
の
三
・
円
］
［
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
草
案
起
草
に

参
加
当
時
海
箙
中
佐
〕
な
ど
は
、
本
国
帰
国
の
際
に
な
っ
て
や
っ
と
一
度

会
っ
た
こ
と
が
あ
る
だ
け
だ
。

［
以
上
二
点
に
拠
り
］
従
っ
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
自
身
か
ら
オ
プ
ラ
ー

に
、
［
ウ
ィ
ー
ド
な
ど
と
い
う
低
い
ラ
ン
ク
の
人
間
の
具
体
名
を
準
げ
て
］

（
綱
）

そ
う
し
た
指
一
水
が
あ
り
よ
う
が
な
い
。

⑥
遜
法
・
民
法
・
戸
廠
法
改
正
全
般
に
関
わ
る
占
伽
政
策
に
つ
い
て

Ｋ
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
政
簸
〃
針
（
□
呂
旦
）
は
、
懸
法
・
民
法
、
そ
し

て
他
の
法
も
、
日
本
国
民
の
自
川
に
表
示
せ
ら
れ
た
る
意
思
（
旬
の
の
辱
の
〆
‐

（
縄
）

ｂ
Ｈ
の
脇
の
口
乏
筥
○
帛
岳
の
〕
ロ
ロ
目
の
⑭
の
ロ
の
○
つ
］
の
）
に
基
づ
か
ね
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
四
六
年
一
月
三
○
日
（
即
ち
憲
法
起

草
作
業
前
）
の
極
東
諮
問
委
員
会
（
岳
の
句
日
向
ロ
⑫
庁
の
ｇ
レ
ロ
ぐ
】
の
。
ｑ

○
○
日
目
閉
一
○
口
》
司
同
』
○
）
に
対
す
る
発
言
録
に
救
っ
て
い
る
こ
と
だ
が
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
曰
く
、
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
が
戒
告
（
８
貝
５
口
）
に
よ
っ
て
行
う
こ

と
は
す
べ
て
、
日
本
側
の
反
動
を
拙
く
の
み
で
、
永
続
し
な
い
、
と
い
う

（
柵
）

も
の
だ
。
例
え
ば
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
議
会
に
つ
い
て
は
一
院
制
案
だ
っ

た
。
つ
ま
り
、
賀
族
の
制
度
は
廃
止
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
二
院
は
必
要
な

い
、
と
い
う
点
を
彼
は
強
く
言
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
結
局
彼
は
、
Ⅲ
本

人
が
二
院
制
を
望
む
の
な
ら
ば
そ
う
さ
せ
ろ
、
と
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

そ
れ
が
「
Ｈ
水
岡
氏
の
、
川
に
表
示
せ
ら
れ
た
る
意
思
」
で
あ
る
か
ら
だ
。

［
そ
の
後
も
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
力
針
は
］
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
ｕ
く
、
四

六
年
一
一
Ⅱ
三
日
に
遜
法
が
公
布
さ
れ
、
翌
年
四
七
年
五
月
三
川
に
施
行

さ
れ
る
ま
で
の
間
の
法
改
正
は
す
べ
て
、
日
本
国
民
の
意
に
添
う
べ
し
、

一
四
○

山
も
個
人
的
に
知
っ
て
い
る
し
、
そ
の
後
片
山
も
ア
メ
リ
カ
に
私
を
わ
ざ

わ
ざ
訪
ね
て
く
れ
た
り
も
し
た
。
当
時
片
山
は
、
氏
法
改
正
は
鈴
木
に
征

（
帆
）

せ
て
い
た
と
忠
・
っ
。
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（
伯
）

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

た
か
？

オ
プ
ラ
ー
も
、
［
法
制
改
革
の
］
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
は
日
本
国
民
か
ら
Ｋ
覚
え
て
い
な
い
。
戸
籍
の
公
開
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
オ
プ
ラ
ー
と

く
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
彼
の
著
述
中
の
表
現
を
使
え
ば
、
日
本
の
改
革
は
話
し
た
こ
と
が
あ
る
。
オ
プ
ラ
ー
は
公
開
に
反
対
で
、
私
も
彼
と
同
意
見

（
奴
）

（
印
）

「
説
き
勧
め
・
勧
誘
に
よ
る
革
命
（
屡
甘
ｇ
ｏ
８
Ｈ
の
ご
・
一
員
】
・
ロ
薑
）
」
で
あ
る
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
私
自
身
も
水
平
社
（
⑫
員
冨
時
盲
）
の
存
在

べ
き
、
つ
ま
り
「
指
令
・
命
令
に
よ
る
革
命
（
属
白
目
・
日
８
吋
の
ぐ
・
旨
「
は
知
っ
て
い
た
し
、
戸
籍
簿
の
公
開
は
離
洛
出
身
者
に
対
す
る
差
別
に
っ

は
目
葛
）
」
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
考
え
て
い
た
。

な
が
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
国
会
で
非
公
開
原
則
が
、
公
開
原
則
へ
と
覆
さ
れ
た
の
は
全
く

⑦
日
本
側
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
関
係
者
と
の
面
識

記
憶
に
な
い
。

Ｗ
日
本
側
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
関
係
者
、
我
妻
［
榮
］
、
川
島
［
武
一
般
原
則
（
ｂ
１
．
９
℃
］
の
）
と
し
て
、
〔
法
案
提
出
前
に
、
法
案
に
対
し

宜
］
、
牧
野
［
英
二
な
ど
に
は
、
面
識
が
あ
っ
た
か
？
・

て
］
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
何
を
言
っ
て
も
、
国
会
に
あ
と
は
任
せ
た
（
や
り
た
い
よ

（
皿
）

Ｋ
私
は
我
妻
も
、
川
脇
も
個
人
的
に
は
全
く
知
ら
な
い
．
牧
野
は
私
の
う
に
や
ら
せ
た
）
の
で
、
［
法
案
の
内
容
を
ｌ
こ
の
場
合
具
体
的
に

オ
フ
ィ
ス
に
来
た
こ
と
が
あ
る
と
思
う
が
、
私
が
美
濃
部
［
達
吉
］
を
牧
は
戸
籍
簿
の
非
公
開
原
則
を
］
覆
す
の
は
当
然
可
能
だ
っ
た
。
覆
っ
て
ま

野
と
勘
違
い
し
て
覚
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
（
な
お
、
高
木
［
八
尺
た
公
開
原
則
に
戻
っ
た
の
は
残
念
（
８
．
９
口
）
で
は
あ
る
が
。

で
あ
ろ
う
］
教
授
と
長
い
こ
と
話
を
し
た
こ
と
は
あ
る
。
）

②
三
世
代
戸
籍
徹
底
排
除
の
方
針
・
戸
籍
の
個
人
別
編
製
に
つ
い
て

（
畑
〉

三
一
Ｐ
籍
法
改
正
に
つ
い
て

Ｗ
一
九
四
六
年
七
’
九
月
の
段
階
で
の
、
日
本
側
の
法
改
正
関
係
者
に

①
戸
籍
簿
公
開
原
則
の
是
非
に
つ
い
て

よ
る
三
世
代
以
上
の
戸
籍
を
（
例
外
は
あ
る
が
）
原
則
的
に
排
除
す
る
刀

Ｗ
戸
籍
簿
公
開
原
則
が
司
法
省
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
政
局
と
の
間
の
会
談
で
削
針
の
成
立
に
際
し
て
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
何
も
意
見
・
指
示
な
ど
は
し
な
か
つ

除
さ
れ
、
非
公
開
が
原
則
と
さ
れ
て
の
ち
、
参
議
院
で
公
開
原
則
が
全
面
た
の
か
？
そ
の
後
、
翌
四
七
年
八
’
九
月
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
強
い
意
向
の
下

（
記
）

的
に
復
活
し
て
い
る
（
そ
の
後
衆
議
院
で
も
復
活
が
議
決
、
成
立
）
が
、
に
、
三
世
代
一
Ｐ
籍
徹
底
排
除
の
方
針
が
確
立
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い

こ
の
公
開
原
則
復
活
の
過
程
で
、
民
政
局
は
何
か
日
本
側
か
ら
聞
い
て
い
て
何
か
記
憶
に
な
い
か
？
ま
た
、
同
四
七
年
一
○
月
の
司
法
省
と
Ｇ
Ｈ

元
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
政
局
次
長
故
ｃ
・
Ｌ
・
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
’
九
九
三
年
）
（
和
田
）

一
四
一
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③
法
改
正
の
Ｇ
Ⅲ
Ｑ
側
の
手
続
に
つ
い
て

Ｗ
日
本
側
の
当
時
の
戸
繍
法
改
正
の
担
当
者
が
、
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
民
政
局
は
戸

蜥
法
案
を
「
ワ
シ
ン
ト
ン
に
送
っ
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
了
解
も
と
ら
な

（
別
）

き
ゃ
い
か
ん
の
だ
ぞ
と
」
『
葛
っ
た
、
と
回
航
し
て
い
る
が
、
本
当
に
そ
う

し
た
手
続
が
必
要
だ
っ
た
の
か
？

Ｋ
あ
り
え
な
い
。
一
般
的
に
、
川
本
の
法
改
正
案
に
つ
い
て
一
々
ア
メ

リ
カ
水
囚
か
ら
了
承
を
取
る
こ
と
な
ど
、
全
く
必
泌
な
か
っ
た
。
戸
獅
法

の
み
例
外
的
に
ワ
シ
ン
ト
ン
に
問
い
合
わ
せ
、
他
の
法
案
に
つ
い
て
は
Ⅲ

い
合
わ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
な
い
。

（
錨
）

こ
う
し
た
手
続
の
例
外
は
殆
ど
な
い
。
例
え
ば
、
一
九
四
六
年
三
’
四

（
鉛
）

月
の
選
挙
に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア
が
占
傾
し
た
四
局
の
問
題
が
あ
っ
た
。

［
民
政
局
の
］
リ
ゾ
ー
［
司
日
口
穴
囚
蔑
。
〕
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
電
報

（
８
亘
○
）
を
送
る
べ
く
下
桝
を
惑
い
た
・
こ
れ
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
名
で

書
か
れ
、
国
務
省
（
の
日
（
の
、
８
口
耳
目
の
日
）
の
］
。
】
日
○
三
。
｛
宛
だ
っ

た
と
思
う
。
そ
の
下
書
が
私
の
と
こ
ろ
に
回
さ
れ
て
き
た
。
私
は
リ
ゾ
ー

に
対
し
、
こ
の
下
書
の
承
認
・
電
報
発
信
を
拒
否
し
た
。
問
題
自
体
は
函

法
学
志
林
第
九
十
四
巻
第
二
号

Ｑ
の
会
談
で
は
、
本
来
は
完
全
に
個
人
別
編
製
の
い
わ
ば
「
カ
ー
ド
式
」

戸
籍
の
実
現
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
強
い
意
向
だ
っ
た
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
た

（
卿
）

が
？

Ｋ
［
三
点
に
つ
き
い
ず
れ
も
〕
覚
え
て
い
な
い
。

四
「
家
」
制
度
と
天
皇
制
の
連
関
に
関
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｃ
内
部
の
理
解
に

つ
い
て

Ｗ
戦
後
直
後
の
日
本
の
議
会
で
も
、
天
皇
制
と
「
家
」
制
度
が
国
体
の

（
訂
）

二
つ
の
柱
で
あ
る
、
と
い
っ
た
論
調
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
た
。
そ
の
一

万
で
、
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
の
内
部
文
替
を
含
む
史
料
を
凡
て
も
、
民
法
・
戸
締
法
上

の
「
家
」
改
廃
に
際
し
て
、
氏
政
局
に
は
「
家
」
制
度
と
天
皇
制
の
巡
閲

の
認
識
が
極
め
て
希
薄
だ
っ
た
と
見
受
け
ら
れ
る
が
、
そ
う
だ
っ
た
の

か
？

④
そ
の
他
１
回
繍
法

Ｗ
民
法
・
戸
籍
法
改
正
に
つ
い
て
、
他
に
特
に
覚
え
て
い
る
こ
と
は
な

い
か
？

Ｋ
特
に
な
い
。
［
瓜
法
は
と
も
か
く
、
戸
脇
法
に
間
接
的
に
関
わ
る
話

と
し
て
］
以
下
の
話
な
ら
覚
え
て
い
る
。
Ⅲ
本
人
の
提
案
で
、
淑
法
に
、

Ⅱ
水
囚
聯
に
つ
い
て
は
法
で
決
め
る
旨
規
定
し
た
［
第
一
○
条
］
が
、
こ

の
提
案
に
つ
い
て
も
私
は
〔
Ⅲ
水
川
の
方
針
を
蝉
晒
し
］
異
議
な
し

（
ロ
○
○
口
の
、
酋
○
。
）
で
あ
っ
た
。

一
四
二

要
事
項
で
あ
っ
た
が
、
結
局
電
報
は
出
さ
ず
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
我
々
だ
け
で
決

め
た
の
で
あ
る
。
我
々
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
で
、
こ
の
く
ら
い
頭
要
な
こ
と
で
も
自

分
た
ち
の
み
で
決
め
て
い
た
の
だ
。
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Ｋ
時
期
は
正
確
に
記
憶
し
な
い
が
占
領
の
早
い
時
期
、
恵
法
草
案
を
書
ん
だ
が
、
フ
ジ
イ
の
水
の
考
え
方
は
、
そ
れ
に
か
な
り
類
似
し
た
考
え
方

（
閑
）

い
た
後
、
し
か
し
［
民
法
含
む
］
諸
法
を
作
る
［
改
正
す
る
］
一
別
の
時
期
だ
っ
た
。
美
し
い
装
丁
の
本
だ
っ
た
が
。
〈
Ｔ
で
も
私
は
自
宅
に
あ
の
本
を

だ
が
、
フ
ジ
イ
と
い
う
題
法
学
者
が
、
日
本
の
遜
法
に
関
す
る
、
分
厚
い
持
っ
て
い
る
。

（
的
）

大
き
な
英
誠
叩
の
日
粋
を
私
に
献
口
王
し
て
く
れ
た
。
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
の
私
の
オ
フ
ィ
日
本
の
［
旧
来
の
］
国
体
が
終
隠
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
金
森

ス
ま
で
フ
ジ
イ
が
来
た
か
ど
う
か
ま
で
は
覚
え
て
い
な
い
が
、
有
斐
閣
か
国
務
大
臣
が
脚
会
で
議
論
し
て
い
た
の
だ
が
、
彼
は
こ
の
点
暖
昧
に
し
た

ど
こ
か
、
高
名
な
出
版
社
刊
行
の
本
で
、
直
筆
で
「
ケ
イ
デ
ィ
ス
大
佐
へ
ま
ま
だ
っ
た
。
彼
の
図
会
で
の
議
論
は
、
英
語
の
官
報
で
逐
一
私
も
読
ん

ｌ
こ
の
本
を
楽
し
ん
で
読
ま
れ
ま
す
よ
う
に
（
㈲
。
ｏ
・
貝
鰹
：
１
胃
で
い
た
。
（
英
諮
の
官
報
は
；
Ｃ
〔
総
來
委
員
会
］
に
も
送
ら
れ
て
い

ず
○
℃
の
】
・
巨
君
・
巳
口
の
巳
・
望
円
の
且
】
ロ
【
三
⑫
。
）
」
と
い
っ
た
よ
う
な
文
言
の
た
。
）
金
森
は
「
［
旧
来
の
］
国
体
は
新
憲
法
で
も
維
持
さ
れ
る
」
と
言

献
辞
を
書
い
て
く
れ
た
。
天
皇
制
と
「
家
」
制
度
の
連
関
に
つ
い
て
も
言
う
の
で
、
私
は
Ｆ
Ｅ
Ｃ
が
こ
れ
を
読
ん
だ
ら
何
と
言
い
出
す
か
心
配
で

及
の
あ
る
本
で
あ
っ
た
。
私
は
こ
れ
を
通
し
て
読
ん
で
、
そ
れ
か
ら
オ
ブ
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
は
金
森
と
会
っ
［
て
、
彼
の
発
言
を
問
題
視
し
て

（
帥
×
印
〉

ラ
ー
を
含
め
、
当
時
の
民
政
局
の
色
々
な
人
に
回
覧
し
た
。
（
オ
プ
ラ
ー
い
る
】
口
伝
え
］
た
。

に
は
確
か
に
貸
し
た
。
彼
以
外
の
誠
に
貸
し
た
か
は
明
確
に
は
覚
え
て
い
こ
う
し
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
、
天
皇
制
と
「
家
」
制
度
の
関
係
の
問
題

な
い
。
）
彼
ら
が
本
当
に
読
ん
だ
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
貸
し
た
は
、
私
は
知
っ
て
い
た
。
日
本
人
の
間
で
は
、
天
皇
制
と
「
家
」
制
度
の

の
は
確
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
私
は
〔
日
本
人
の
意
識
に
お
け
る
］
天
皇
関
係
に
つ
き
、
大
議
論
が
行
わ
れ
て
い
た
し
、
そ
の
こ
と
も
知
っ
て
い
た
。

制
と
「
家
」
制
度
の
結
合
（
８
ヨ
ワ
ヨ
農
○
コ
）
は
よ
く
知
っ
て
い
た
。
ま
し
か
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
で
は
そ
う
し
た
大
議
論
は
な
か
っ
た
。
こ
の
関
係
は
、

た
、
民
政
局
で
こ
の
木
を
読
ん
だ
者
は
少
な
く
と
も
、
こ
の
結
合
に
は
慣
オ
プ
ラ
ー
に
と
っ
て
は
自
分
の
担
当
問
題
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
は
当
然
閉

れ
親
し
ん
で
い
た
（
［
ロ
且
一
同
同
）
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
本
は
余
り
学
問
的
心
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
発
言
し
た
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
Ｇ

な
本
（
円
ロ
・
一
周
ご
ｄ
ｏ
・
【
）
で
は
な
か
っ
た
。
美
漉
部
［
達
吉
］
、
牧
野
Ⅱ
Ｑ
内
で
天
馳
制
と
「
家
」
制
度
の
関
係
を
、
以
上
の
よ
う
な
「
四
体
」

［
英
二
、
サ
サ
キ
［
佐
々
木
惣
一
で
あ
ろ
う
〕
な
ら
ば
あ
あ
い
っ
た
本
は
に
絡
ん
だ
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
議
論
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

轡
か
な
い
だ
ろ
う
。
氏
政
局
で
は
フ
ジ
イ
の
こ
と
を
「
天
皇
崇
拝
者
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
そ
う
し
た
記
録
を
見
た
こ
と
は
な
い
。

（
向
日
ロ
の
吋
○
ｎ
コ
・
厨
冨
ロ
ロ
円
）
」
と
呼
ん
で
い
た
。
私
は
武
士
道
の
本
も
読
比
政
局
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
、
天
皇
制
・
国
体
に
関
す
る
も
の
で
、
一

元
Ｏ
Ｈ
Ｑ
民
政
局
次
長
故
Ｃ
・
Ｌ
・
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
二
九
九
三
年
×
和
川
）

一
四
三
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法
筆
志
休
第
九
十
四
巻
第
二
号

っ
だ
け
私
が
思
い
出
せ
る
の
は
、
簡
沢
［
俊
義
］
教
授
か
ら
オ
プ
ラ
ー
に

宛
て
た
評
簡
に
つ
い
て
の
も
の
だ
。
諜
耐
は
、
「
我
々
は
Ｎ
体
に
つ
い
て
、

心
配
し
て
い
る
（
言
。
、
く
の
三
○
『
ュ
の
。
§
・
貝
ぎ
ぎ
目
・
）
」
と
い
う
内
容

で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
、
「
国
体
に
つ
い
て
心
配
す
る
必
要
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
川
本
が
ポ
ツ
ダ
ム
直
言
を
受
諾
し
た
と
き
に
、
旧
体
は
も
う

終
鴻
を
み
た
の
だ
か
ら
。
」
と
い
う
内
容
で
、
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
を
残
し
て

（
舵
）

い
る
。（
１
）
当
時
大
佐
（
○
・
］
○
コ
の
］
）
。
課
艮
は
勺
ロ
ワ
ニ
、
シ
日
日
ロ
】
⑫
［
３
斤
』
。
ｐ
ロ
ー

ぐ
国
。
□
Ｏ
ご
・
［
で
一
九
Ｗ
大
作
二
Ⅱ
－
八
Ⅱ
、
次
腿
は
胃
旨
□
直
ｑ

○
亘
の
［
・
［
ｓ
の
ｍ
の
２
．
口
で
一
九
四
六
年
几
Ⅱ
ｌ
四
八
年
の
期
側
で
あ

る
。

（
２
）
こ
の
条
文
は
、
起
噸
過
腿
で
数
肛
条
文
の
耐
ザ
が
変
化
し
て
い
る

が
、
木
脇
で
は
他
流
上
、
新
忠
雄
の
条
文
冊
リ
「
二
Ｎ
」
条
と
し
て
前

及
す
る
。

（
３
）
同
テ
ー
マ
の
研
究
の
詳
細
は
近
々
発
表
の
予
定
で
あ
る
が
、
さ
し

あ
た
り
、
本
紀
録
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
も
蹄
ま
え
て
そ
の
後
発
表
し

た
、
以
下
の
何
テ
ー
マ
の
川
脇
二
柵
を
全
般
的
に
参
川
。
寓
言
三
六
・

三
“
８
．
．
．
司
迂
の
］
目
目
の
い
の
句
口
日
身
匠
肴
幻
の
｛
・
『
ョ
８
１
口
、
［
ロ
の

己
。
⑫
ご
Ｐ
『
○
８
５
呂
○
貝
三
口
⑩
岳
の
．
国
。
Ｐ
⑫
の
》
（
愚
）
シ
ワ
○
房
ロ
８
勺
．
．

の
□
、
弓
函
回
冨
、
く
ろ
・
ご
局
Ｐ
Ｒ
恩
巨
貸
恩
＆
已
忍
』
§
§
（
貢
甸
Ｒ
‐

計
駁
苅
図
８
月
苫
（
ご
ヨ
ミ
』
§
§
②
Ｃ
ａ
・
』
。
□
＆
行
ｇ
・
苛
苛
ヨ
ロ
ミ
ヨ
’

。
』
②
Ｃ
ｑ
Ｃ
Ｓ
風
８
（
』
園
。
。
§
ご
Ｈ
ざ
ご
の
風
②
円
蔦
ヨ
ミ
周
辱
循
堕
穴

一
四
四

の
巳
【
の
。
ｑ
」
：
§
Ｃ
・
ヨ
ョ
旨
・
の
【
。
【
ｓ
の
幻
○
の
い
⑪
⑰
．
】
９
ｍ
〔
全
巻

の
皿
し
画
満
弓
は
な
い
が
、
仙
稿
限
り
で
の
ｇ
・
芦
－
局
の
□
悉
号
あ

り
］
（
右
の
論
旨
を
や
は
り
英
文
で
詳
述
し
た
も
の
が
近
々
屑
§
苛

冒
旨
菖
・
『
。
］
・
圏
に
掲
載
予
定
）
、
及
び
「
戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸

繍
法
政
脈
ｌ
「
家
』
の
礎
止
と
そ
の
限
界
」
『
法
社
会
学
」
鋪
四
八

咄
（
一
九
九
六
年
三
Ⅱ
）
、
二
○
九
’
二
一
川
Ⅱ
。

（
４
）
そ
の
た
め
に
も
、
水
隅
の
注
の
英
文
文
献
引
川
も
、
法
学
者
が
川

い
る
」
＆
蔓
可
司
の
湯
§
罰
ａ
Ｑ
Ｂ
斡
目
（
い
わ
ゆ
る
・
ず
」
月

頁
５
冠
）
に
は
従
っ
て
い
な
い
。
な
お
、
飛
呑
の
効
扮
す
る
法
政
大
挙

法
学
部
の
仙
艸
体
１
郎
枚
役
に
は
、
本
概
執
派
巾
に
数
度
に
亙
り
砒
肛

な
ご
示
唆
を
賜
っ
た
。
磁
謝
巾
し
上
げ
る
。

（
５
）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
概
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
方
々
、
殊
に
川
Ⅱ
二

六
Ⅲ
に
つ
い
て
樋
口
剛
一
教
授
、
瓦
Ⅱ
大
川
に
つ
い
て
は
利
谷
偏
義
敬

授
に
、
こ
の
側
を
か
り
て
畷
謝
巾
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
ケ
イ
デ
ィ
ス

氏
．
シ
⑪
夕
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
さ
ん
（
次
注
参
照
）
を
こ
の
時
に
川
珊
さ
れ
、

歌
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
も
協
力
的
で
あ
ら
れ
た
鈴
木
剛
典
氏
に
も
お

礼
巾
し
上
げ
る
。

（
６
）
同
人
の
激
法
改
旺
へ
の
関
与
、
そ
の
他
に
つ
き
、
詳
細
は
シ
ロ
タ

Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
ノ
平
岡
（
後
注
９
②
）
を
見
よ
。
本
稿
で
は
フ
ル
ネ
ー
ム

表
記
を
し
な
い
場
合
、
一
九
四
六
年
時
の
同
人
を
「
シ
ロ
タ
」
、
結
婚

後
（
主
に
一
九
九
三
年
時
以
後
）
の
同
人
を
「
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
」

と
表
記
す
る
。
ま
た
、
飛
行
は
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
に
も
、
ケ
イ
デ
ィ

ス
と
同
時
期
の
一
九
九
三
年
四
Ⅱ
二
六
川
（
ケ
イ
デ
ィ
ス
と
同
じ
機
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会
）
、
二
九
日
（
私
的
懇
談
会
）
、
五
月
四
日
（
公
開
講
滅
会
）
、
五
Ⅱ
チ
ャ
ー
ル
ズ
．
Ｌ
・
ケ
ー
デ
ィ
ス
ワ
マ
、
但
し
以
下
で
は
便
宜
上

（
筆
者
に
よ
る
電
話
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
に
、
同
じ
テ
ー
マ
で
イ
ン
タ
「
ケ
イ
デ
ィ
ス
」
箸
と
し
て
引
用
す
る
］
、
竹
前
栄
治
・
岡
部
史
信
訳

ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
お
り
、
殊
に
後
注
９
②
の
文
献
中
に
な
い
内
容
は
、
「
日
本
国
憲
法
制
定
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
役
割
（
上
）
（
下
と
「
法
律

早
期
に
公
表
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
（
本
稿
の
注
に
必
要
な
範
囲
で
時
報
」
六
五
巻
六
号
（
一
九
九
三
年
五
月
）
二
七
－
三
九
頁
、
同
巻
七

簡
単
に
言
及
は
し
て
お
い
た
。
）

号
（
同
年
六
月
）
一
三
’
二
○
頁
。
）

（
７
）
こ
の
日
の
研
究
会
は
、
後
掲
「
ベ
ァ
テ
の
日
本
国
憲
法
中
」
（
後
②
ベ
ァ
テ
・
シ
ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン
に
よ
る
６
の

注
９
②
）
に
価
単
に
言
及
が
あ
る
。

＊
ベ
ア
テ
・
シ
ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン
「
私
は
こ
う
し
て
女
性
の
権
利
条
項

（
８
）
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
極
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
及
び
そ
の
記
録
の
を
起
草
し
た
」
（
イ
ン
タ
ピ
ュ
ー
ベ
ァ
テ
・
シ
ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン

愈
義
は
、
当
酬
宥
（
水
記
録
で
は
ケ
イ
デ
ィ
ス
）
の
記
憶
の
正
確
さ
や
側
き
手
枇
川
啓
子
）
『
世
界
』
一
九
九
三
年
六
Ⅱ
号
（
第
五
八
三
号
）

そ
れ
に
よ
る
「
窓
楓
的
」
馴
火
の
把
握
（
は
あ
る
に
せ
よ
そ
れ
の
み
）
［
以
下
、
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
ノ
臓
川
、
と
し
て
引
川
］
六
一
’
七
○

に
で
は
な
く
、
当
時
の
経
緯
の
当
事
背
に
よ
る
班
解
、
及
び
「
皿
解
」
画
、
特
に
六
五
－
七
○
頁
。

と
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
に
提
示
さ
れ
る
も
の
に
あ
る
。
従
っ
て
本
記
＊
「
ベ
ァ
テ
の
日
本
国
恵
法
上
・
中
・
下
」
（
順
に
、
朝
日
新
聞
一

録
の
内
容
も
、
関
連
文
献
と
併
せ
て
批
判
的
検
討
が
必
要
と
な
る
が
、
九
九
三
年
四
月
二
六
Ⅱ
夕
刊
一
○
面
、
同
Ⅱ
二
七
冊
夕
刊
一
○
面
、
同

本
稿
で
は
最
低
限
を
注
に
て
述
べ
る
に
と
ど
め
、
詳
細
は
拙
稿
・
別
稿
月
二
八
日
夕
刊
一
四
面
）
［
主
と
し
て
こ
の
時
来
日
中
で
あ
っ
た
シ
ロ

（
注
３
参
照
）
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。
（
な
お
、
後
注
妬
、
皿
も
参
照
。
）
夕
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
ヘ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
い
た
記
事
で
あ
ろ
う
］

（
９
）
本
項
日
に
つ
き
、
本
稿
と
の
関
連
で
、
Ｇ
Ⅲ
Ｑ
の
直
接
関
係
者
に
＊
ベ
ァ
テ
・
シ
ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン
箸
、
平
岡
膳
紀
子
構
成
・
文
『
ｌ

よ
る
も
の
及
び
彼
ら
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
、
特
９
４
５
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
日
本
国
憲
法
に
「
男
女
平
等
」
を
書
い
た

に
近
時
（
概
ね
一
九
九
三
年
以
後
）
発
表
さ
れ
た
次
の
文
献
の
み
を
指
女
性
の
自
伝
』
柏
響
房
、
一
九
九
近
年
［
以
下
、
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン

摘
し
て
お
き
た
い
。

／
平
岡
、
と
し
て
引
川
］
、
「
Ｖ
Ⅱ
本
国
迩
法
に
『
男
女
平
等
」
を
轡

①
ケ
イ
デ
ィ
ス
に
よ
る
６
の

く
」
（
一
二
八
’
二
一
九
画
）
。
但
し
、
同
梯
は
史
料
と
し
て
は
粁
干
側

＊
ｏ
ｇ
１
の
⑰
伊
・
尻
且
の
⑰
．
鰻
閂
ロ
の
シ
ョ
の
風
８
口
”
ｏ
」
の
】
口
幻
の
く
国
目
題
が
あ
る
。
同
掛
巻
頭
の
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
の
「
謝
辞
」
（
画
瀞
号

〕
ロ
ロ
：
．
、
冒
図
臥
巳
○
・
国
⑳
口
Ｅ
口
・
ロ
．
．
．
Ⅳ
冒
日
』
②
ａ
§
８
９
日
且
；
な
し
）
、
及
び
三
一
三
’
三
一
四
頁
の
平
岡
氏
の
記
述
に
あ
る
と
お
り
、

②
．
ご
・
］
．
Ｓ
一
・
Ｚ
。
．
、
．
⑪
ロ
ョ
ョ
の
『
］
圏
Ｐ
ロ
ロ
・
巴
⑫
Ｉ
Ｒ
『
。
（
和
訳
が
、
同
書
は
、
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
吹
き
込
み
の
テ
ー
プ
を
平
岡
氏
が
書
き

元
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
政
局
次
長
故
Ｃ
・
Ｌ
・
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
一
九
九
三
年
×
和
川
）

一
四
五
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法
学
志
林
第
九
十
四
巻
第
二
号

起
こ
し
、
そ
れ
を
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
に
読
み
間
か
せ
訂
正
さ
せ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
誤
謬
は
免
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
？

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
筆
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
シ
ロ
タ
Ⅱ

ゴ
ー
ド
ン
は
、
〈
私
は
、
二
四
条
な
ど
の
起
草
時
に
明
治
民
法
な
い
し

そ
の
関
連
文
献
は
全
く
参
照
し
て
お
ら
ず
、
仮
に
も
参
照
し
た
関
係
者

が
い
た
と
す
れ
ば
人
権
の
章
の
起
草
を
共
に
担
当
し
た
Ｑ
ぐ
澤
田
普
厨

○
・
日
旨
の
①
の
ワ
イ
ル
ズ
（
四
・
回
・
ゴ
旨
の
の
）
で
あ
ろ
う
〉
と
言
明
し

て
い
る
。
さ
ら
に
筆
者
は
、
「
読
ん
だ
こ
と
は
な
い
の
で
、
読
み
た
い
」

と
い
う
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
に
乞
わ
れ
て
、
明
治
民
法
の
英
訳
を
送
っ

て
い
る
二
九
九
三
年
）
。
と
こ
ろ
が
、
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
ノ
平
岡

は
一
五
六
頁
で
、
当
時
の
シ
ロ
タ
が
「
分
〃
い
民
法
に
も
目
を
通
し
た
。

〔
…
…
］
辞
繊
と
大
桁
剛
を
減
じ
つ
つ
、
女
性
の
樅
利
の
条
項
は
繰
り

返
し
読
ん
だ
。
［
…
…
改
行
…
…
］
Ⅲ
民
法
［
い
わ
ゆ
る
「
明
治
民
法
」

を
指
す
］
の
第
一
四
条
に
は
〈
〔
…
…
条
文
原
文
略
・
…
・
・
］
〉
と
あ
っ
て
、

妻
は
準
禁
治
藤
者
と
同
じ
扱
い
を
受
け
て
い
る
。
」
と
あ
る
。
兼
者
の

妃
憂
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
瓢
む
が
、
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
の
聯
後
調
査

と
、
新
憲
法
起
草
当
時
の
シ
ロ
タ
の
知
識
や
作
業
が
混
同
さ
れ
て
は
い

な
い
だ
ろ
う
か
？
（
な
お
、
後
注
加
も
参
照
。
）

＊
関
口
千
恵
「
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
憲
法
の
男
女
平
等
条
項
を
起
草

し
た
ベ
ァ
テ
・
シ
ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン
氏
」
「
法
学
セ
ミ
ナ
ー
」
五
○
一

号
二
九
九
六
年
九
月
）
一
○
八
’
一
○
九
頁
も
全
般
的
に
参
照
。

（
校
正
中
に
接
し
た
た
め
、
本
稿
に
は
十
分
に
引
用
で
き
て
い
な
い
が
、

後
注
加
参
照
。
）

一
四
六

③
ケ
イ
デ
ィ
ス
、
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
を
含
む
Ｇ
Ⅲ
Ｑ
関
係
者
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
基
に
し
た
も
の

＊
鈴
木
昭
典
『
日
本
国
憲
法
を
生
ん
だ
密
室
の
九
日
間
一
創
元
社
、
一

九
九
五
年
。
同
書
に
も
し
か
し
、
史
料
的
に
問
題
が
散
見
さ
れ
る
。
一

例
と
し
て
は
、
同
書
四
五
頁
が
「
エ
ラ
マ
ン
メ
モ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
と

し
て
褐
戦
す
る
、
「
ハ
ッ
シ
ー
文
書
」
の
頁
悉
号
「
旧
ｌ
Ｃ
ｌ
２
ｌ
５
」

及
び
同
末
尾
番
号
「
６
」
「
７
」
「
８
」
の
写
真
、
伺
曹
六
五
頁
の
「
三

種
類
の
エ
ラ
マ
ン
・
メ
モ
」
の
う
ち
「
［
…
］
手
書
き
の
内
容
」
と
さ

れ
る
「
⑱
Ｉ
Ｃ
ｌ
２
ｌ
５
」
及
び
同
末
足
番
畷
「
６
」
の
写
真
は
す
べ

て
、
ア
ッ
シ
ー
文
掛
」
の
原
典
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
Ｓ
肩
②
Ｑ

胃
忌
引
・
ロ
日
剣
の
２
ｑ
○
ｍ
冒
○
鳥
目
の
：
ご
日
の
口
：
ｑ
・
シ
い
｝
：

回
す
日
ｑ
・
】
＠
コ
（
旨
９
。
〔
】
』
日
）
釦
以
下
こ
の
版
を
「
ハ
ッ
シ
ー
文
瞥
」

と
し
て
川
川
）
を
卿
検
討
し
て
も
明
ら
か
に
ハ
ッ
シ
ー
（
ど
（
『
且
幻
・

胃
協
の
］
・
」
『
・
）
の
飛
跡
と
見
ら
れ
、
エ
ラ
マ
ン
（
冒
旨
国
一
円
目
目
）

の
飛
跡
で
は
な
い
。
（
ハ
シ
シ
１
文
譜
の
縦
理
・
引
川
刀
法
は
詳
述
し

な
い
が
、
例
と
し
て
旧
ｌ
ｃ
ｌ
２
の
様
に
数
字
Ｉ
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
Ｉ

数
字
ま
で
で
一
つ
の
文
齊
を
表
し
、
こ
の
後
更
に
数
字
が
付
く
場
合

は
、
同
一
文
書
中
の
頁
数
を
表
す
。
）
同
「
メ
モ
」
は
、
村
川
一
郎
・

初
谷
良
彦
『
Ⅲ
本
国
憲
法
制
定
秘
史
Ｉ
Ｃ
Ⅱ
Ｑ
秘
籍
作
業
「
エ
ラ

マ
ン
・
ノ
ー
ト
開
封
」
』
第
一
法
規
、
’
九
九
四
年
に
よ
り
既
に
、
ヨ

ラ
マ
ン
・
ノ
ー
ト
」
と
し
て
全
部
の
写
真
が
八
九
’
一
六
二
頁
に
掲
載

（
そ
の
全
文
和
訳
が
二
二
’
八
八
頁
に
紹
介
）
さ
れ
て
い
る
。
同
書
掲

載
の
エ
ラ
マ
ン
の
筆
跡
と
、
鈴
木
、
同
前
に
掲
載
の
筆
跡
と
の
差
異
は
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明
ら
か
で
あ
る
。
（
エ
ラ
マ
ン
に
よ
る
「
メ
モ
」
の
詳
細
は
、
さ
し
あ
シ
ロ
タ
起
蕊
条
項
の
削
除
の
確
認
は
’
二
二
二
’
二
二
Ⅲ
Ⅱ
。
右
刊
の

た
り
右
の
村
川
・
初
谷
を
参
照
。
）

－
｝
》
○
Ｎ
’
二
○
七
口
の
褥
識
録
の
元
と
な
る
メ
モ
は
、
ハ
ッ
シ
ー
又

（
Ⅵ
）
こ
の
経
緯
は
、
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
内
部
又
符
に
あ
る
。
言
の
⑫
三
目
８
口
罰
口
‐
街
（
注
９
③
）
脚
ｌ
Ｃ
ｌ
４
ｌ
四
か
ら
同
Ｉ
別
ま
で
及
び
同
１
個
、
同

は
Ｏ
Ｂ
］
幻
の
８
ａ
ｏ
８
旨
『
・
０
国
Ｃ
ヘ
の
○
シ
で
幻
Ｃ
８
ａ
醜
（
幻
の
８
日
ｌ
兜
［
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
の
い
わ
ば
〈
餌
の
一
両
〉
で
決
満
し
た
胃
］
に

ｏ
８
５
圏
〕
）
［
宵
『
Ｃ
｝
：
「
【
の
『
隆
二
Ｚ
幻
○
（
川
本
の
国
会
例
打
航
作
成
兄
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
近
時
さ
ら
に
村
川
・
初
谷
、
前
掲
（
注
９
③
）

の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
版
、
以
下
層
の
ロ
用
【
託
○
・
Ｊ
は
フ
ィ
ッ
シ
ュ
耐
に
、
Ｍ
に
一
三
六
’
一
三
九
、
一
Ｎ
八
、
一
Ｋ
三
頁
に
阿
録
、
ま
た
そ

暇
）
］
・
囚
〉
〆
ｚ
ｏ
・
岸
遣
い
・
句
・
巨
円
目
の
へ
：
日
冨
同
（
瞳
）
勺
『
の
鹿
目
‐
の
和
訳
〔
部
分
的
に
は
疑
問
な
し
と
し
な
い
］
が
六
七
’
七
○
、
七
六

：
ｑ
ｏ
ｏ
ぐ
の
ヨ
ョ
の
。
［
の
①
８
。
。
Ｑ
）
。
『
の
『
の
。
８
⑩
○
．
可
８
口
３
回
○
口
ｌ
七
七
、
八
一
’
八
二
、
に
、
災
に
そ
れ
を
「
解
説
を
加
え
て
文
嗽

。
『
口
呉
［
ロ
。
。
の
庁
冒
［
一
○
口
・
可
の
］
ロ
切
目
○
ｍ
［
い
】
。
］
可
の
ヶ
２
回
ｑ
乞
念
．
化
」
（
一
六
三
口
）
し
た
も
の
が
、
一
九
四
、
二
○
○
－
二
○
一
頁

命
両
○
ｍ
向
弓
冨
の
ｇ
・
『
：
目
曰
「
Ｒ
幻
③
８
ａ
．
：
一
日
』
ｍ
Ｄ
ｏ
８
日
房
『
［
右
の
〈
餌
の
一
流
〉
に
言
及
が
な
い
の
は
や
や
不
十
分
か
］
に
あ
る
。

乞
合
［
②
局
］
・
の
：
］
⑦
Ｃ
〔
、
（
シ
）
勺
而
呂
目
目
昌
○
○
く
Ｃ
９
日
目
戸
ｍ
ｃ
８
ｏ
ｐ
同
経
緯
に
つ
き
、
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
ノ
平
岡
（
注
９
②
）
一
七
四

○
○
口
【
①
円
の
ｐ
８
い
。
ｐ
印
８
口
日
〔
一
目
・
｛
Ｃ
『
鼻
○
・
コ
昌
庁
目
○
口
・
す
の
］
口
’
一
八
六
頁
も
参
照
。
同
書
［
特
に
一
一
○
四
－
一
一
○
五
頁
］
に
は
な
い

ｕ
ｐ
且
①
［
如
一
Ｏ
］
句
８
２
色
『
『
ご
ａ
３
の
８
・
目
的
の
：
ヨ
ワ
の
『
８
局
。
詳
細
な
経
緯
と
し
て
、
筆
者
の
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
ヘ
の
イ
ン
ク

②
可
の
円
Ｚ
○
・
局
１
画
食
囹
。
（
見
出
し
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
こ
に
は
二
月
ビ
ュ
ー
に
拠
り
、
以
下
述
べ
て
お
く
。
ケ
イ
デ
ィ
ス
自
身
が
削
除
す
べ

七
Ⅲ
以
後
の
記
録
も
あ
り
、
□
觜
の
局
は
七
・
八
日
の
記
録
）
。
こ
の
き
醐
川
と
し
て
、
こ
う
し
た
内
汽
は
懸
法
に
規
定
す
べ
き
も
の
で
は
な

川
の
繩
紳
の
詳
細
は
、
既
に
商
抑
斑
三
／
大
友
一
郎
／
川
巾
英
夫
編
將
く
、
後
で
民
法
に
規
定
さ
せ
れ
ば
よ
い
、
と
繰
り
返
し
主
眼
し
た
た
め
、

『
Ⅲ
水
川
懸
法
制
定
の
過
膿
Ｉ
迎
合
川
総
司
令
部
側
の
記
録
に
よ
る
Ｉ
改
雌
を
確
災
に
す
る
た
め
民
法
よ
り
も
間
位
の
懸
法
に
脱
腿
し
て
お
く

－
．
Ⅱ
』
（
Ｉ
が
「
脱
文
と
馴
訳
」
、
Ⅱ
が
「
解
説
」
）
、
斐
川
、
一
九
べ
き
と
瀞
え
て
い
た
シ
ロ
タ
も
、
上
司
の
こ
の
愈
几
に
は
綱
歩
せ
ざ
る

七
二
年
［
い
わ
ゆ
る
「
ラ
ウ
ェ
ル
文
杏
」
の
細
介
］
に
よ
り
お
お
む
ね
を
得
ず
、
シ
ロ
タ
起
賊
の
、
ハ
ッ
シ
ー
文
掛
（
派
９
③
）
別
１
０
１
２

判
明
し
て
い
る
。
（
稀
談
の
経
過
は
’
二
○
四
－
二
○
七
頁
〔
水
性
別
－
７
か
ら
同
１
８
の
「
川
」
唖
（
非
嫡
出
子
の
鑑
別
廃
止
）
、
「
ｍ
」
項

頭
の
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
文
掛
は
、
ラ
ウ
ェ
ル
文
習
の
打
掛
の
こ
の
箇
所
の
酢
き
込
（
養
子
の
扱
い
、
長
子
柑
統
廃
止
）
は
削
除
さ
れ
た
、
と
い
う
（
各
条

み
通
り
訂
正
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
文
僻
］
、
「
第
二
次
試
案
」
全
体
及
び
項
の
詳
細
は
、
大
丸
秀
雄
監
修
『
川
本
Ｎ
趨
法
制
定
の
経
紳
－
－
迎
合

そ
の
解
説
は
’
二
一
六
－
二
一
一
一
五
口
、
就
中
現
行
二
四
条
の
脈
狐
と
、
囚
総
司
令
部
の
逝
法
文
併
に
よ
る
‐
－
Ｌ
第
一
法
規
、
一
九
八
几
年

元
Ｃ
Ⅱ
Ｑ
民
政
周
次
反
故
Ｃ
・
し
・
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
一
九
几
三
年
×
和
Ⅲ
）

一
四
七

Hosei University Repository



法
学
志
林
第
九
十
Ⅳ
巻
第
二
号

［
ハ
ッ
シ
ー
文
書
の
部
分
的
紹
介
・
和
訳
・
解
説
］
一
二
四
、
一
二
六

頁
に
も
再
録
）
。

な
お
、
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
ノ
平
岡
（
注
９
②
）
一
七
三
頁
〔
股
終

行
］
、
一
七
八
頁
〔
岐
終
行
］
、
一
八
四
’
一
八
五
頁
に
よ
れ
ば
、
二
月

八
川
の
審
議
に
シ
ロ
タ
が
全
時
間
粥
同
席
し
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
得

る
が
、
筆
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
は
、
コ
ホ

イ
ッ
ト
ニ
ー
不
在
の
）
ケ
イ
デ
ィ
ス
と
の
会
議
に
二
回
の
み
出
席
し
た
。

一
時
間
程
度
で
あ
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
Ⅲ
）
水
坑
日
中
、
二
四
条
案
の
瀞
議
の
際
の
同
席
者
な
ど
一
見
些
末
に

思
え
る
点
も
、
審
議
の
状
況
の
再
構
成
の
た
め
、
殊
に
案
を
了
承
し
た

日
本
側
が
果
た
し
て
誰
だ
っ
た
の
か
、
加
え
て
日
本
側
か
ら
の
更
な
る

対
案
提
出
な
ど
は
な
か
っ
た
の
か
、
等
を
確
定
す
る
た
め
に
は
、
看
過

で
き
な
い
。

（
旧
）
四
Ⅲ
夜
半
か
ら
血
川
に
か
け
て
の
交
渉
の
川
席
背
は
、
佐
藤
遠
火

務
・
佐
藤
功
補
訂
『
川
本
阿
懲
法
成
立
史
第
三
巻
」
、
斐
側
、
一
九
九

四
年
（
初
出
は
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
」
一
九
五
五
年
’
五
六
年
）
に
拠
れ
ば
、

松
本
〔
蒸
治
］
大
臣
、
佐
藤
達
夫
自
身
、
白
洲
次
郎
に
加
え
、
外
務
省

の
嘱
託
、
長
谷
川
元
吉
・
小
畑
薫
良
（
「
両
氏
は
外
務
省
で
の
翻
訳
の

ベ
テ
ラ
ン
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
」
）
（
以
上
一
○
五
頁
）
、
更
に
午
後
八

時
半
過
ぎ
に
来
た
、
岩
愈
規
火
謝
記
官
二
○
七
頁
）
で
あ
り
、
Ｇ
Ⅲ

Ｑ
側
は
、
通
訳
は
「
大
体
」
シ
ロ
タ
で
、
「
白
洲
氏
に
も
と
き
ど
き
発

言
を
た
の
ん
だ
」
（
二
○
頁
）
と
い
う
。
（
シ
ロ
タ
ー
ゴ
ー
ド
ン
ノ
平

岡
（
注
９
②
）
二
一
二
頁
、
鈴
木
、
前
掲
（
注
９
③
）
一
一
一
○
九
頁
は
四

一
四
八

日
午
前
の
会
議
の
メ
ン
バ
ー
の
み
掲
げ
る
が
、
前
者
一
二
二
、
二
一
七

頁
に
拠
れ
ば
、
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ゴ
ー
ド
ン
ロ
。
⑫
Ｓ
ｐ
ｏ
Ｃ
ａ
８
）
巾
‐
肘

は
こ
の
夜
の
会
議
か
ら
翌
川
遅
く
ま
で
川
席
。
）

（
旧
）
出
の
『
⑪
す
『
は
、
宛
○
斤
耐
瓜
ロ
ゴ
「
四
日
口
回
○
句
日
ロ
【
」
（
温
の
ロ
ゴ

の
盲
』
日
：
（
史
］
の
。
）
．
ｄ
馬
込
芦
§
Ｃ
３
ｓ
Ｂ
３
ヨ
ミ
冑
も
§
』
墳
中
－

尾
岡
恥
§
§
認
・
旨
穂
＆
囚
冨
（
侭
烈
ｓ
ご
く
尋
伺
②
５
劃
ト
・
菖
固
層
紺

豈
冒
符
乱
口
時
・
シ
ョ
の
１
８
口
ロ
耳
目
・
『
シ
い
い
。
。
国
は
○
口
○
三
８
ｍ
Ｐ
】
＆
《

［
句
８
『
ご
【
の
□
ず
『
菖
汀
○
口
『
○
の
ゴ
○
○
の
貝
の
『
・
曰
○
百
○
・
＄
ｇ
］
の
巻
末

の
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
ス
タ
ッ
フ
の
ご
烏
Ｈ
に
●
も
記
峨
が
な
く
、
［
園
（
ロ
自
国
の
及

び
綴
り
未
確
認
・
不
明
（
国
の
別
ロ
］
の
綴
り
は
ケ
イ
デ
ィ
ス
に
拠
る
）
。

シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
ヘ
の
談
著
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
拠
れ
ば
、
Ｇ

Ⅲ
Ｑ
側
の
在
席
者
は
、
二
四
条
の
審
議
時
、
こ
の
ほ
か
に
も
民
政
局
の

通
訳
と
し
て
、
へ
１
ス
コ
ヴ
ィ
ッ
ッ
ロ
国
の
副
六
○
三
］
口
］
、
そ
の
ほ
か

二
、
一
一
一
人
日
系
二
世
が
い
た
。
交
泌
総
果
に
つ
い
て
は
、
佐
瀧
、
前
掲

（
注
皿
）
一
二
二
瓦
参
照
。
（
側
し
伺
漕
同
画
川
に
も
、
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー

ド
ン
ノ
平
岡
（
注
９
②
）
二
一
五
’
二
一
六
頁
、
鈴
木
、
前
掲
（
注
９

③
）
三
一
一
’
三
一
二
頁
に
も
、
こ
の
時
の
在
席
者
の
リ
ス
ト
は
、
Ｇ

Ⅱ
Ｑ
側
・
日
本
側
を
問
わ
ず
、
無
い
。
）

（
Ｍ
）
司
旨
の
い
の
名
は
「
ワ
イ
ル
ヅ
」
と
表
記
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い

が
、
他
の
多
く
の
和
文
文
献
の
表
記
に
従
っ
た
。
他
力
ぺ
勾
只
輿
の
名

前
は
、
和
文
文
献
で
は
多
く
「
ロ
ウ
ス
ト
」
と
記
戟
さ
れ
て
い
る
。
シ

ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
ノ
平
岡
（
注
９
②
）
、
鈴
木
（
注
９
③
）
、
ウ
ィ
リ
ァ

ム
ズ
和
訳
書
（
後
注
卯
）
な
ど
。
し
か
し
、
ケ
イ
デ
ィ
ス
、
シ
ロ
タ
Ⅱ
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ゴ
ー
ド
ン
双
方
へ
の
飛
行
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
拠
れ
ば
、
Ｇ
Ⅲ
Ｑ
内
で
イ
デ
ィ
ス
は
本
圃
文
中
の
文
一
百
と
、
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
の
記
憶
と
、
い

は
「
ル
ー
ス
ト
」
と
発
音
さ
れ
て
い
た
の
で
、
本
稿
で
は
こ
れ
に
従
う
。
ず
れ
が
正
し
い
か
は
っ
き
り
と
記
憶
に
は
な
い
も
の
の
、
前
者
で
あ
っ

シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
ノ
横
田
（
注
９
②
）
、
前
掲
「
ベ
ァ
テ
の
日
本
国
た
と
思
う
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。

憲
法
上
・
中
・
下
」
（
同
性
９
②
）
も
「
ル
ー
ス
ト
」
と
表
記
。
（
肥
）
ケ
イ
デ
ィ
ス
に
拠
れ
ば
、
ま
た
は
．
、
○
戸
目
】
［
【
・
『
言
一
段

（
旧
）
多
分
こ
れ
が
注
屹
の
小
畑
（
お
ば
た
？
）
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
の
埒
○
区
。
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
、
と
の
こ
と
。

シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
ヘ
の
飛
背
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
拠
れ
ば
、
（
川
）
荻
者
に
よ
る
シ
回
夕
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
ヘ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
拠
れ
ば
、

「
こ
の
条
項
の
交
渉
の
時
に
征
胴
し
て
い
た
Ⅲ
本
川
は
通
訳
を
含
め
て
「
私
は
こ
の
日
の
交
渉
に
は
、
純
粋
に
通
訳
と
し
て
在
顎
・
同
附
し
て

三
名
で
、
佐
麟
は
Ⅲ
迎
い
な
く
い
た
。
他
の
人
の
渦
は
此
え
て
い
な
い
。
い
た
の
で
、
ケ
イ
デ
ィ
ス
が
こ
の
一
訂
を
一
司
っ
た
と
き
に
、
Ⅱ
水
仙
は

、
洲
が
在
席
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
（
白
洲
は
全
般
的
に
、
私
が
こ
の
条
頂
の
錨
‐
案
を
出
い
た
こ
と
は
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。
し
か

部
屋
に
出
た
り
入
っ
た
り
し
て
い
た
）
。
」
佐
藤
、
前
掲
（
注
⑫
）
一
二
し
、
私
は
、
川
本
側
の
通
訳
を
手
伝
っ
て
い
て
、
そ
の
仕
耶
ぶ
り
に

二
頁
の
記
録
か
ら
し
て
も
、
佐
藤
梁
千
人
は
在
席
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
川
本
側
に
よ
く
思
わ
れ
て
い
た
。
ケ
イ
デ
ィ
ス
は
そ
の
様
子
も

（
な
お
、
他
の
文
献
に
関
し
、
注
咀
、
注
旧
も
参
照
。
）

知
っ
て
い
た
し
、
そ
の
た
め
に
彼
の
こ
の
一
言
が
効
果
が
あ
っ
た
の
で

（
肥
）
三
Ｐ
８
．
忽
ｓ
目
。
。
【
の
四
・
℃
．
《
・
【
○
○
曰
。
［
Ｃ
］
］
に
は
§
曰
互
い
晩
○
ｃ
ｍ
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
二
四
条
の
検
討
で
雰
囲
気
が
緊
張
し
た
際
に
、

８
且
］
『
②
恩
ご
め
［
［
。
の
」
：
：
囚
冷
汀
厨
Ｂ
ｑ
ｇ
Ｑ
い
：
Ｃ
Ｑ
．
（
ワ
朋
巴
ケ
ィ
デ
ィ
ス
が
私
の
仕
耶
ぶ
り
を
引
き
〈
Ⅱ
い
に
出
し
、
〈
あ
な
た
方
の

８
【
且
凧
、
君
・
ａ
曰
己
、
の
８
臣
円
は
。
□
）
‐
と
し
て
い
た
が
、
イ
ン
ク
た
め
に
こ
ん
な
に
よ
く
皿
訳
の
仕
馴
を
し
て
く
れ
て
い
る
シ
Ｕ
夕
ざ
ん

ピ
ュ
ー
の
飛
行
の
下
叫
き
メ
モ
の
祁
皮
の
検
訓
の
結
果
、
ケ
イ
デ
ィ
ス
が
、
こ
の
条
軌
に
人
き
な
Ⅲ
い
を
込
め
て
い
る
の
だ
か
ら
、
皿
し
て
や

も
本
紀
鍬
の
文
言
の
刀
が
正
確
と
し
て
い
た
の
で
、
こ
ち
ら
を
採
る
。
れ
ぱ
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
〉
と
い
う
趣
斤
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、

（
Ⅳ
）
瓠
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
拠
れ
ば
、
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
は
、
そ
の
場
の
函
溢
扱
を
解
い
て
（
：
日
日
の
一
〔
』
蒟
冨
．
．
）
日
本
側
を
川
愈
さ

「
こ
の
時
、
ケ
イ
デ
ィ
ス
が
私
を
指
し
て
．
菖
爾
の
－
８
［
凹
日
の
汀
の
『
せ
た
。
ケ
イ
デ
ィ
ス
の
心
理
作
戦
が
実
に
う
ま
く
功
を
奏
し
た
と
思

可
困
耳
の
の
〔
。
。
－
戸
三
コ
］
。
。
。
．
芹
弓
の
日
の
⑫
一
＄
薑
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
う
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
鈴
木
、
前
掲
（
注
９
③
）
一
一
一
一
一
’
一
一
一

Ⅲ
本
側
は
こ
の
条
項
を
受
け
入
れ
た
。
こ
の
第
一
の
文
の
文
一
言
は
明
白
一
二
頁
、
及
び
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
ノ
平
岡
（
注
９
②
）
二
一
六
頁
、

に
記
憶
し
て
い
る
。
（
そ
の
意
味
は
私
自
身
の
剛
解
で
は
、
；
の
面
の
厨
の
〆
‐
双
刀
の
彼
女
の
回
顧
も
、
次
注
で
述
べ
る
点
以
外
は
ほ
ぼ
同
趣
』
副
）

月
、
§
洞
ヨ
ロ
ｎ
画
（
日
日
一
Ｆ
．
・
で
あ
る
。
）
」
と
言
明
す
る
。
他
附
ペ
ケ
ま
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
ケ
イ
デ
ィ
ス
、
身
も
シ
ｕ
夕
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン

元
Ｏ
Ⅱ
Ｑ
民
政
川
次
及
故
Ｃ
・
し
・
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
一
几
几
三
年
）
（
和
川
）

一
川
九
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法
竺
志
林
第
九
十
四
巻
第
二
号

の
こ
う
し
た
理
解
に
反
論
を
唱
え
て
い
な
い
。
佐
藤
も
「
私
の
通
訳
は
、

大
体
ミ
ス
・
シ
ロ
タ
と
い
う
司
令
部
側
の
若
い
婦
人
が
や
っ
て
く
れ
た
。

［
…
…
］
こ
の
シ
ロ
タ
嬢
で
十
分
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
は
［
…
・
・
・
］
日

本
語
も
よ
く
わ
か
る
し
、
頭
も
鋭
敏
で
私
の
意
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、
そ

の
ま
ま
に
伝
え
て
く
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。
」
と
述
べ
て
お
り
、
彼
女

の
仕
事
ぶ
り
へ
の
評
価
を
裏
付
け
し
て
い
る
（
佐
藤
、
前
掲
（
注
⑫
）

二
○
頁
）
。

（
卯
）
注
９
②
③
に
挙
げ
た
文
献
の
検
討
（
の
一
例
下
－
－
注
９
②
後
半
も

参
照
）
を
、
シ
ロ
タ
が
二
四
条
の
起
草
者
で
あ
る
旨
を
ケ
ー
デ
ィ
ス
は

日
本
側
に
話
し
て
は
い
な
い
点
に
つ
い
て
、
簡
単
に
行
っ
て
お
く
。
シ

ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
ノ
横
田
（
注
９
②
）
六
八
頁
下
段
、
前
掲
「
ベ
ア
テ

の
日
本
国
憲
法
中
」
（
注
９
②
）
、
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
ノ
平
岡
（
注

９
②
）
二
一
六
頁
、
鈴
木
、
一
剛
燭
（
注
９
③
）
三
一
一
頁
は
い
ず
れ
も
、

シ
ロ
タ
が
本
条
項
の
起
草
者
、
と
ケ
イ
デ
ィ
ス
が
説
明
し
た
と
し
て
い

る
。
し
か
し
筆
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
、

ケ
イ
デ
ィ
ス
と
も
、
〈
シ
ロ
タ
が
本
条
項
の
起
草
者
で
あ
る
旨
を
、
日

本
側
は
こ
の
時
も
そ
の
後
も
知
ら
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
〉
旨
を
言
明
し

て
い
る
（
②
Ｒ
言
且
Ｐ
圏
も
日
口
○
斤
の
②
．
ｂ
，
←
・
命
○
・
日
・
肩
巨
）
。
右
の

四
文
献
の
直
接
の
執
筆
者
が
、
シ
ロ
タ
の
（
事
実
以
上
の
？
）
多
大
な

功
績
へ
の
愉
僚
を
こ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
読
み
込
ん
で
い
る
と
も
必
ず

し
も
思
わ
れ
な
い
が
、
こ
の
点
の
疑
問
は
残
る
。
（
仮
に
〈
シ
ロ
タ
が

起
草
者
で
あ
る
旨
を
ケ
イ
デ
ィ
ス
が
説
明
し
た
か
ら
こ
そ
、
日
本
側
が

こ
の
条
項
に
同
意
し
た
〉
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
り
必
ず
し
も
シ
ロ
タ

’
五
○

の
功
績
の
多
寡
が
論
じ
ら
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
）
関
口
、
前
掲
（
注

９
②
）
一
○
九
頁
は
、
本
注
、
を
付
し
た
ケ
イ
デ
ィ
ス
の
発
言
を
裏
付

け
る
か
と
思
わ
れ
る
。

（
別
）
起
草
者
は
特
定
で
き
な
い
こ
の
。
草
案
」
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
拙
稿
ア
ッ
シ
ー
文
書
に
見
る
日
本
国
憲
法
の
一
草
案
’
一
九
四

六
年
三
月
六
日
と
四
月
八
日
の
間
Ｉ
（
上
）
（
下
）
」
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』

順
に
一
○
五
八
号
（
一
九
九
四
年
一
二
月
一
五
ｎ
号
）
四
六
’
五
四
頁
、

’
○
六
○
号
（
一
九
九
五
年
二
月
一
日
号
）
八
一
’
八
七
頁
、
に
譲
る
。

但
し
、
本
記
録
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
に
は
、
右
拙
稿
の
内
容
の
一
部
は

未
調
査
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
．
草
案
」
全
文
及
び
そ
れ
に
関
す
る

ハ
ッ
シ
ー
に
よ
る
「
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
」
と
を
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
に
見
せ
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
も
同
草
案
の
起
草
者
や
出
自
に
つ
い

て
同
氏
に
コ
メ
ン
ト
を
求
め
る
こ
と
を
一
日
延
ば
し
と
し
、
永
久
に
そ

の
機
会
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
断
腸
の
思
い
で
あ
る
。

（
犯
）
ｍ
Ｐ
８
ｐ
］
・
恩
②
貝
倉
曰
彦
の
勺
○
言
】
ｏ
②
。
【
司
○
日
の
ロ
．
②
四
ｍ
ご
豚
．
．
．

”
○
ず
の
Ｈ
局
・
ヨ
、
ａ
口
且
鴇
。
⑫
嵐
百
目
の
禺
肖
・
庁
。
（
の
Ｑ
の
。
）
も
§
ｇ
‐

日
鳥
獣
、
胃
、
§
卵
白
訂
』
愚
図
○
８
６
貝
§
・
ロ
曰
く
の
風
ｑ
・
帛

國
⑤
葛
農
勺
同
の
脇
・
四
目
・
］
巳
巨
・
巳
貫
ご
ロ
・
眉
」
１
ｍ
目
・
の
の
ロ
・
目
・
厨
』

ｌ
回
呂
（
同
論
文
の
批
判
、
和
訳
な
ど
詳
細
は
拙
稿
、
前
掲
（
注
別
）

「
上
」
八
三
頁
、
及
び
関
連
注
加
）
に
拠
り
、
読
み
上
げ
て
ケ
イ
デ
ィ

ス
に
直
接
意
見
を
聞
く
こ
と
の
で
き
た
二
つ
の
条
文
は
次
の
通
り
［
拙

訳
］
・
現
行
一
四
条
一
項
相
当
条
項
は
、
主
文
の
一
部
、
「
お
よ
そ
自
然

人
は
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
［
・
・
・
］
差
別
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
」
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は
原
案
通
り
だ
が
、
「
但
し
、
肉
体
的
、
梢
神
的
能
力
及
び
社
会
的
授
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
拠
る
。
川
脇
教
授
の
校
閲
を
（
金
剛
的
に
で

［
に
果
た
す
］
機
能
の
兼
異
が
適
正
に
弧
画
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
は
な
い
が
）
受
け
た
文
瀬
を
引
川
し
て
お
く
と
、
「
ア
メ
リ
カ
側
は
Ⅲ

い
。
」
と
い
う
但
冴
が
追
加
。
更
に
現
行
二
川
条
に
代
替
す
る
「
二
丘
本
の
家
制
度
の
こ
と
、
民
法
の
こ
と
、
学
界
の
状
況
な
ど
総
て
調
べ
て

条
」
は
「
［
①
項
］
国
は
、
社
会
の
第
一
次
単
位
と
し
て
、
社
会
秩
序
知
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
お
り
、
占

の
必
緬
の
腿
綴
と
し
て
、
ま
た
川
の
福
祉
に
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
、
航
政
策
の
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
研
究
機
関
を
作
っ
て
い
た
の
で
す
ね
。

家
族
の
柵
成
と
権
威
を
保
識
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
。
〔
②
項
〕
峨
姻
『
菊
と
刀
』
の
ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
な
ど
も
そ
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ

は
両
配
偶
打
の
日
川
な
合
意
に
腋
づ
く
。
配
偶
行
の
選
択
、
川
廠
椛
、
た
訳
で
す
。
［
…
…
〕
そ
う
し
た
研
究
を
元
に
、
民
主
化
政
簸
の
爪
班

柵
統
、
化
届
の
選
択
、
雛
鰯
北
び
に
蛾
期
に
側
す
る
そ
の
他
の
耶
項
に
壮
一
風
と
し
て
「
家
制
庇
廃
止
」
は
と
っ
く
に
Ｇ
Ⅲ
Ｑ
の
方
針
と
し
て

側
し
て
は
、
蛎
期
の
制
度
を
擁
護
す
る
よ
う
、
ま
た
個
人
の
岬
厳
と
両
決
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
」

性
の
水
面
的
平
等
を
保
障
す
る
よ
う
、
法
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
な
け
れ
元
）
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
と
お
り
、
占
航
政
簸
の
全
体
像
の
解
明

ば
な
ら
な
い
。
［
③
項
］
家
族
内
で
の
婦
人
の
生
活
に
よ
っ
て
婦
人
は
、
は
全
く
意
図
し
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
こ
の
後
す
ぐ
ケ
イ
デ
ィ
ス
が
名

そ
れ
な
し
に
は
公
益
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
支
援
を
国
に
与
を
挙
げ
る
、
彼
の
信
頼
す
る
部
下
で
日
本
の
法
制
改
革
を
主
導
し
た
オ

え
る
が
故
に
、
国
は
、
母
親
が
経
済
的
必
要
に
よ
っ
て
労
働
に
従
事
す
プ
ラ
ー
が
述
べ
て
い
る
オ
プ
ラ
ー
自
身
の
理
解
を
指
摘
の
み
し
て
お
き

る
こ
と
を
強
い
ら
れ
家
族
内
で
の
母
親
の
義
務
を
怠
る
に
至
る
こ
と
が
た
い
。
オ
プ
ラ
ー
を
来
京
の
凪
政
局
に
配
属
す
る
に
あ
た
っ
て
、
オ
ブ

な
い
よ
う
、
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
と
な
っ
て
い
る
。
出
典
な
ど
の
ラ
ー
の
日
本
に
関
す
る
無
知
を
本
国
陸
軍
省
の
人
馴
狐
当
の
大
佐
が

誹
川
は
、
仙
稿
、
前
川
（
性
別
）
特
に
「
下
」
の
川
八
、
参
肌
。
「
か
ま
わ
な
い
」
と
し
た
こ
と
、
そ
し
て
「
川
本
の
過
去
や
伝
統
に
柵

（
鯛
）
翌
口
則
・
臼
．
．
□
・
厨
］
．
な
お
、
こ
の
点
へ
の
批
判
に
つ
き
、
本
紀
通
し
、
え
て
し
て
そ
れ
を
愛
好
す
る
川
木
皿
は
、
内
在
的
に
保
守
的
」

録
の
ケ
イ
デ
ィ
ス
の
発
言
に
加
え
、
拙
稿
、
前
側
（
性
別
）
「
上
」
八
な
の
で
占
航
当
川
の
改
革
に
不
適
、
と
い
う
の
が
〔
一
九
Ｗ
六
年
頃

三
画
、
「
下
」
五
○
－
Ⅱ
一
口
参
照
。

の
〕
占
倣
政
策
上
の
方
針
で
あ
っ
た
、
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る

（
別
）
ケ
イ
デ
ィ
ス
に
対
す
る
の
と
同
撤
の
方
法
で
本
条
項
に
つ
い
て
イ
（
シ
］
（
『
の
。
○
・
○
℃
ロ
・
『
卜
凋
口
勗
＆
ご
司
苛
Ｃ
ｎ
２
亘
日
百
日
葛
塵
囚
下

ソ
タ
ビ
ュ
ー
し
た
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
も
、
覚
え
て
い
な
い
、
と
の
こ
蔦
銚
目
貫
ト
８
Ｆ
口
目
万
・
勺
１
コ
８
８
口
ロ
日
『
の
例
一
目
勺
、
の
脇
・
㈲
臥
口
８
‐

と
で
あ
っ
た
。

８
コ
・
Ｚ
の
三
」
の
別
の
］
・
］
＠
『
の
．
□
ロ
・
局
１
局
・
［
引
川
は
仙
訳
］
和
訓
慨
は

（
妬
）
縦
折
に
よ
る
一
九
九
一
年
Ⅱ
Ⅱ
二
二
Ⅱ
・
六
Ⅱ
二
二
Ⅲ
の
川
脇
敬
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
Ⅱ
オ
プ
ラ
ー
、
内
職
頼
博
監
訓
『
川
本
占
伽
と
法
制
改

元
Ｇ
Ⅲ
Ｑ
比
政
川
次
反
故
Ｃ
，
Ｌ
・
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
二
九
九
三
年
×
和
川
）

一
八
一
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法
学
志
林
第
九
十
四
巻
第
二
恐

砿
ｌ
Ｃ
Ⅱ
Ｑ
担
当
打
の
回
噸
』
川
本
評
論
社
、
一
九
九
○
年
、
一
○

画
）
。

（
〃
）
な
ぜ
ラ
ウ
ェ
ル
に
あ
り
御
て
、
他
の
荷
に
は
あ
り
得
な
い
か
、
に

つ
い
て
ケ
イ
デ
ィ
ス
の
言
及
は
な
か
っ
た
。

（
羽
）
爪
粋
幻
Ｐ
Ｓ
国
の
口
の
。
】
○
戸
曰
鳶
ｇ
：
§
３
３
５
。
且
骨

の
ｇ
○
Ａ
は
一
九
円
六
年
公
刊
で
あ
る
が
、
公
刊
川
ま
で
は
不
明
○
従
っ

て
、
脚
法
制
定
作
難
に
は
川
に
合
わ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
一
九
四
七

年
の
民
法
・
戸
箙
法
改
正
作
業
時
に
は
閲
読
は
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う

（
に
も
拘
わ
ら
ず
民
政
局
内
で
読
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ

の
こ
と
自
体
が
興
味
深
い
）
。

（
”
）
桑
郁
彦
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
業
の
占
恢
史
の
主
普

で
あ
る
大
蔵
省
財
政
史
室
編
（
本
巻
は
秦
郁
彦
著
）
『
昭
和
財
政
史

ｌ
終
戦
か
ら
講
和
ま
で
ｌ
鋪
３
巻
ア
メ
リ
カ
の
対
日
占
繊
政

筑
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
六
年
に
は
、
ケ
イ
デ
ィ
ス
ヘ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
・
『
菊
と
刀
』
、
い
ず
れ
に
も
（
行
凡
の
限
り
）
試
及
は
な

い
。

（
釦
）
「
Ⅲ
人
川
身
」
か
稗
か
は
個
別
に
は
微
妙
な
折
も
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
各
人
の
経
雌
の
緋
細
は
、
］
ｐ
の
【
ヨ
ョ
ヨ
ー
ー
同
日
の
・
の
『
：
荷
日
斡
吋
印
Ｙ

鳶
§
幻
８
・
旨
愚
§
ｓ
旦
珂
員
月
煙
き
ミ
叱
邑
勾
弓
骨
甘
§
牙
』
。
‐

８
§
『
・
ロ
ロ
】
ぐ
の
『
⑭
】
ｑ
・
命
曰
。
ご
ｏ
勺
門
の
脇
・
己
『
④
．
□
ロ
・
鴎
－
召
（
和
訓

は
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
、
巾
雄
Ｈ
ほ
か
訳
『
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
の
政
治
改
革
』
柳
Ⅱ
新
附
社
、
一
九
八
九
年
、
五
○
－
一
Ｎ
九

頁
）
、
に
全
而
的
に
譲
る
。
（
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
ノ
平
岡
（
注
９
②
）

一
五
二

一
一
一
一
六
－
一
Ⅲ
Ｈ
ｎ
も
、
同
一
一
一
一
六
、
に
拠
れ
ば
、
ゴ
杵
周
回
日
⑫
．
ｓ
蔵
・

に
依
っ
た
と
惟
測
さ
れ
る
。
）

（
帥
）
詳
し
く
は
、
○
℃
□
］
ｑ
・
固
巳
日
口
・
【
の
息
・
ロ
・
巴
印
和
訳
は
オ
プ

ラ
ー
前
掲
（
妬
注
）
一
，
’
一
六
頁
に
あ
る
。
本
文
巾
こ
の
倣
後
の

「
自
祥
」
も
本
土
回
で
あ
る
。

（
犯
）
詞
兆
爪
司
令
趣
叩
が
ペ
ン
タ
ゴ
ン
に
対
し
て
、
大
陸
法
、
も
し
可
能

な
ら
ド
イ
ツ
法
の
法
務
経
験
の
あ
る
人
材
を
典
謝
し
た
」
と
あ
る
が
、

ケ
ィ
デ
ィ
ス
の
名
は
確
か
に
川
て
こ
な
い
（
宜
・
・
ロ
・
国
・
［
咄
川
祇
］
和

訓
汁
は
同
前
Ｋ
一
○
口
で
あ
る
が
、
．
。
月
日
：
）
Ｐ
臥
日
、
巳
の
墳
届
１
－

８
８
．
．
を
「
ド
イ
ツ
の
栽
判
経
験
の
あ
る
人
物
」
と
解
す
る
必
要
は
必

ず
し
も
な
か
ろ
う
）
。
な
お
、
国
・
・
ワ
ニ
（
和
訳
同
前
、
九
頁
）
に

拠
っ
て
も
、
「
要
請
」
時
期
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
当
然
な
が
ら
一
九

四
五
年
八
月
ｌ
翌
年
一
月
上
旬
の
間
と
な
ろ
う
。

（
羽
）
こ
こ
で
ケ
イ
デ
ィ
ス
は
、
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
際
に
同
席
し
て

い
た
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
に
「
あ
っ
た
か
？
」
と
Ⅲ
く
が
、
シ
⑪
夕
Ⅱ

ゴ
ー
ド
ン
は
「
私
は
民
法
・
一
県
鮒
法
改
正
に
は
一
切
関
わ
っ
て
い
な
い

の
で
、
知
ら
な
い
」
と
の
応
え
で
あ
っ
た
。
シ
ｕ
夕
は
、
一
九
川
六
年

几
Ⅱ
以
後
（
同
年
一
一
Ⅱ
ま
で
）
、
同
じ
比
政
局
の
Ｆ
１
街
３
８
日
ｑ

四
目
祠
・
再
威
、
巴
ロ
ａ
い
】
○
コ
に
配
風
さ
れ
て
い
る
。
②
円
司
騨
ａ
Ｂ
ａ

の
百
一
ョ
目
・
罰
ｓ
日
ロ
。
〔
の
己
［
巻
末
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
ス
タ
ッ
フ
曰
。
の
潟
］
・

（
狐
）
こ
れ
は
、
後
述
の
ケ
イ
デ
ィ
ス
の
発
一
高
、
「
私
は
、
民
法
’
戸
爾

法
改
正
は
オ
プ
ラ
ー
に
一
任
し
て
い
た
」
こ
と
の
コ
ロ
ラ
リ
ー
で
あ
ろ

う
。
即
ち
ケ
イ
デ
ィ
ス
脚
身
が
欄
樋
吟
的
に
是
非
を
考
血
し
、
刀
針
を
立
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て
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
不
明
瞭
ば
溶
と
な
ら
ざ
る
を
御
壮
作
災
３
家
族
法
の
脇
本
榊
造
』
三
川
什
川
、
一
几
八
Ｎ
年
、
一
Ｎ
Ⅲ
ｌ

か
つ
土
も
の
と
証
考
は
考
え
る
。

二
○
○
口
（
こ
ち
ら
は
原
典
の
丁
数
と
照
合
で
き
る
）
。
戸
細
波
は
、

（
調
）
川
孝
一
『
家
族
法
特
作
選
災
節
１
巻
戦
後
改
疏
と
家
族
法
ｌ
家
．
「
現
行
戸
獅
法
立
法
関
係
圃
料
Ⅲ
」
ヨ
脚
珊
』
凹
肛
八
号
（
一
九
八
二
年

氏
・
戸
繍
』
日
本
評
論
社
、
一
九
九
二
年
、
五
一
頁
（
一
九
五
七
年
の
一
二
Ⅱ
）
三
五
’
五
五
頁
に
再
録
が
あ
る
。

収
孝
一
ノ
竹
下
史
郎
共
杵
と
し
て
の
同
論
文
初
川
時
に
は
奥
野
は
胱
名
。
（
卵
）
そ
の
後
の
調
査
で
、
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
側
に
は
、
会
談
と
同
時
並
行
作
成
と

災
潴
に
つ
き
帆
、
同
凹
七
八
、
参
照
）
。
こ
の
発
訂
は
、
「
調
代
会
宮
川
見
ら
れ
る
メ
モ
と
、
耶
後
作
成
の
会
談
を
要
約
し
た
比
較
的
蝋
い
記
録

公
布
以
前
」
（
伺
榔
何
画
）
、
即
ち
一
九
川
六
年
七
Ⅱ
二
Ⅲ
以
前
と
い
う
を
発
凡
し
た
。
（
従
っ
て
、
ケ
ィ
デ
ィ
ス
の
〈
一
般
論
〉
は
概
ね
妥
当

こ
と
は
判
明
し
て
い
る
（
堀
内
節
『
家
邪
稀
判
制
度
の
研
究
」
中
央
大
し
て
い
る
。
）

学
川
版
部
、
一
九
七
○
年
、
一
○
三
Ⅱ
Ｈ
所
引
の
「
臨
時
法
制
調
査
会
①
民
法
に
側
す
る
会
談
は
、
プ
レ
イ
ク
モ
ァ
に
よ
る
一
九
川
七
年
の
も

官
制
」
（
川
典
は
同
七
Ⅱ
三
日
官
報
）
）
。

の
（
以
下
同
）
が
多
い
。
Ⅱ
Ⅱ
一
二
Ｍ
に
側
す
る
メ
モ
、
ヨ
プ
ヨ
○

（
犯
）
そ
の
後
の
調
査
で
も
、
こ
の
オ
プ
ラ
ー
発
言
に
該
当
す
る
記
録
は
輯
ｏ
ｘ
Ｚ
。
．
］
お
←
・
司
・
一
月
『
【
三
の
へ
目
ヨ
ワ
の
司
（
犯
）
（
の
目
）
Ｑ
ぐ
】
］

未
発
見
、
未
見
で
あ
り
、
時
期
も
特
定
は
で
き
な
い
。
（
②
ｃ
ｃ
弓
且
Ｐ
○
・
口
の
ｌ
Ｕ
５
］
一
Ｃ
ご
》
Ｚ
・
ぐ
・
一
の
念
Ｉ
。
［
四
。
］
・
の
可
の
①
（
ｚ
・
・
坤
尻
Ｉ

目
ご
日
ロ
。
（
の
い
も
。
←
．
ま
た
、
拙
稿
、
後
掲
（
後
注
⑬
）
も
参
照
。
）
巨
の
ｓ
》
六
月
四
日
に
関
す
る
記
録
、
三
三
幻
ｐ
ｍ
Ｃ
〆
ｚ
Ｃ
・
』
、
ｇ
・

（
”
）
民
法
は
、
原
典
が
、
東
京
大
学
法
学
部
附
属
近
代
日
本
法
政
史
料
句
。
一
旦
の
『
【
Ｅ
の
へ
目
日
房
日
（
←
）
ｏ
ｐ
８
ｐ
ｏ
一
○
巳
８
』
国
の
．
房
置
『
・
倉
『
・

セ
ン
タ
ー
原
Ｈ
料
部
所
蔵
の
「
我
妻
架
関
係
文
升
」
の
分
頗
項
目
「
氏
】
＠
ｓ
ｌ
シ
色
的
．
ご
負
⑪
。
①
の
［
Ｚ
。
、
炉
の
－
閉
９
ｍ
ス
タ
イ
ナ
ー
所
引
及

法
・
瓜
法
改
正
．
ｌ
・
戦
後
民
法
改
正
商
科
（
二
）
」
に
あ
る
、
司
法
び
ロ
）
〆
Ｚ
・
・
固
◎
《
・
同
。
］
□
の
円
［
Ｅ
の
へ
目
日
房
ｎ
ｅ
Ｑ
色
Ｑ
邑
の
（
Ｊ
）
・

大
腿
宵
〃
終
戦
述
絡
部
作
成
「
民
法
巾
改
正
法
休
案
に
関
す
る
総
司
令
］
：
。
＄
ｓ
ｌ
嵩
ど
ち
ｓ
・
ｍ
ｐ
ｇ
（
ｚ
Ｒ
Ｆ
の
Ｉ
Ｓ
Ｂ
】
１
吋
・
←
］
目
の

部
政
沿
部
係
憎
と
の
会
談
〃
」
で
あ
る
。
そ
の
円
蹄
が
以
下
三
点
あ
り
、
］
＠
ｓ
菖
○
３
．
３
コ
目
ョ
『
。
「
牙
。
○
三
の
『
・
○
の
．
の
ロ
、
］
同
○
『
汕
幻
の
ぐ
｝
‐

水
稲
で
Ⅵ
川
す
る
「
民
法
巾
改
正
法
休
業
に
側
す
る
総
司
令
部
政
治
部
い
】
○
口
○
ｍ
ｇ
の
］
：
§
の
⑫
の
Ｑ
『
】
］
Ｏ
ｏ
Ｑ
の
エ
ハ
Ⅱ
一
○
川
に
関
す
る
（
何

係
腐
と
の
会
談
録
（
一
・
二
・
三
・
髭
）
」
「
民
事
Ⅱ
細
』
節
三
四
巻
一
一
Ⅲ
付
）
記
録
、
ヨ
ヱ
幻
ｐ
ｍ
Ｃ
ｘ
ｚ
ｐ
田
９
．
句
。
］
。
ｑ
貝
］
の
へ

（
順
に
）
節
三
・
円
・
五
・
六
暇
（
一
九
七
九
年
三
・
四
・
五
・
六
Ⅱ
）
、
目
ョ
月
『
卯
（
←
）
○
胃
。
。
。
］
◎
ぬ
『
８
］
国
】
の
．
＄
負
シ
Ｒ
’
し
月
・
亀
．

及
び
堀
内
節
『
続
家
馴
瀞
判
制
度
の
研
究
』
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
、
可
の
①
［
Ｚ
・
聰
屈
１
画
Ｂ
①
、
．
（
及
び
思
〆
ｚ
・
・
扇
◎
《
・
句
・
］
ロ
の
『
目
の
へ

七
六
年
、
一
○
五
六
’
一
一
○
七
頁
、
さ
ら
に
、
州
正
山
「
州
正
也
將
２
日
月
『
四
（
』
）
Ｑ
目
、
８
の
（
い
）
・
］
目
・
己
亀
ｌ
冨
口
邑
濃
⑩
．
⑪
ロ
。
。
［

元
Ｇ
Ⅲ
Ｑ
凪
政
励
次
災
故
Ｃ
・
し
・
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
二
九
九
三
年
×
和
川
）

一
瓦
三
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法
学
志
林
第
九
十
四
巻
第
二
号

ｚ
Ｃ
・
叩
５
－
】
９
℃
］
に
も
同
文
慨
）
屋
］
目
。
】
し
合
・
菖
の
日
・
３
．
８
日

（
○
Ｎ
房
の
幻
の
８
ａ
の
ロ
巴
、
○
円
”
幻
の
く
国
○
コ
。
［
］
日
ロ
日
。
。
⑬
Ｃ
Ｑ
ａ
』

○
○
○
の
『
・
伊
・
囚
具
の
ョ
。
『
の
ユ
ハ
Ⅱ
一
四
ｎ
に
関
す
る
記
録
、
ミ
ヱ
幻
○

国
。
×
Ｚ
。
．
』
←
⑪
一
・
句
。
一
旦
の
『
忌
二
の
へ
コ
ロ
ヨ
ワ
の
『
卯
（
孕
む
）
（
の
ゴ
ロ
）
○
口
い
の
加

ロ
昌
］
○
○
口
目
８
Ｗ
－
円
・
伊
・
国
鳥
の
Ｂ
ｏ
ｎ
の
．
〕
目
の
己
Ｓ
Ｉ
Ｄ
の
８
日
ｏ
閂

】
①
ｓ
・
ロ
呉
の
“
］
目
の
ご
ｓ
ｌ
尹
月
・
】
む
ち
〔
②
こ
の
画
の
の
斤
潔
Ｒ
Ｆ
ｍ
ｌ

賎
ｇ
Ｐ
８
国
ト
ン
【
ロ
三
○
刀
”
』
ｑ
ロ
く
］
『
Ｋ
幻
口
勺
○
幻
月
辰
島
〕
ロ
ロ
の
３
．

さ
ら
に
同
日
に
関
す
る
メ
モ
、
ヨ
ヱ
幻
○
口
Ｃ
ｘ
ｚ
ｐ
】
ｇ
《
・
可
・
］
：
Ｈ

は
二
の
へ
口
巨
Ｈ
ロ
ケ
の
吋
叩
（
』
）
ｏ
）
く
粋
】
。
。
。
の
（
、
）
・
〕
仁
口
の
戸
①
炉
ヨ
ー
ー
ご
【
凹
豈
骨
①
←
Ｐ

の
ロ
８
【
Ｚ
。
咄
Ｆ
ｍ
－
］
Ｃ
ｇ
］
・
瞳
Ｚ
・
【
の
⑪
：
。
②
ロ
関
の
②
唾
。
。
の
才
◎
曰
バ
ン
，

ヨ
シ
の
閏
冨
少
珈
辰
〕
目
。
己
酋
エ
ハ
Ⅱ
一
九
’
二
○
Ⅱ
に
側
す
る
メ
モ
、

ニ
ョ
ヱ
”
ｐ
ｍ
ｏ
Ｘ
ｚ
ｐ
］
い
つ
一
・
句
。
－
口
の
『
【
一
二
の
へ
。
■
ヨ
ワ
の
討
亜
（
」
）
○
コ
『
］

○
○
口
の
（
⑰
）
・
］
目
の
己
ｓ
Ｉ
ご
【
且
』
や
＄
・
い
ぼ
の
の
〔
ｚ
Ｒ
伊
の
ｌ
」
ｇ
巴
・
さ

ら
に
一
点
の
み
」
８
コ
○
○
目
の
別
に
よ
る
、
し
Ⅱ
一
Ⅲ
に
側
す
る
（
川

七
Ⅱ
付
）
記
録
、
弓
巍
勾
○
ｍ
。
ｘ
ｚ
・
・
扇
さ
・
可
ｏ
Ｅ
Ｒ
〔
Ｅ
Ｃ
ヘ

ロ
ロ
ョ
ワ
の
、
叩
（
『
）
三
の
ｇ
ｏ
ｎ
口
ロ
Ｑ
Ｐ
Ｂ
ｍ
ｏ
【
［
ず
の
○
豆
の
［
。
。
の
口
○
○
床
ご
Ｈ

ｏ
ｏ
Ｚ
司
已
団
ヱ
ゴ
ン
ｒ
②
。
①
の
【
ｚ
ｏ
・
”
５
－
四
ｓ
⑪
］
・
腹
８
コ
段
の
口
回
巴
劉

（
カ
ウ
ン
タ
ー
サ
イ
ン
あ
ｈ
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
な
お
国
ｏ
ｘ
Ｚ
ｏ
・
田
９
．
句
○
江
の
門

爲
こ
の
ヘ
目
日
ヶ
の
制
（
←
）
○
耳
ｏ
ｐ
ｏ
－
ｏ
値
】
８
』
国
｝
の
．
ご
合
・
シ
ロ
『
．
ご
ｓ
ｌ

シ
ロ
ｍ
・
］
＠
台
の
ご
①
の
庁
ｚ
ｏ
・
僧
の
ｌ
砲
の
９
ｍ
は
同
一
文
替
だ
が
、
サ
イ
ン

が
な
く
、
頁
も
抜
け
て
い
る
）
・
『
］
ロ
ー
『
ご
合
冨
の
日
。
３
コ
・
ロ
ョ
命
。
【

（
ず
の
○
三
の
〔
・
の
⑭
の
ロ
ロ
〕
、
ｏ
『
“
○
○
口
〔
ｑ
の
ｐ
ｏ
の
Ｃ
固
い
】
四
⑰
］
傍
画
く
の
勺
『
。
‐

ぬ
『
回
ヨ
ロ
ロ
ロ
而
臥
○
回
目
ロ
⑰
［
。
【
口
昌
⑭
Ｓ
ｄ
①
⑭
Ｐ
ワ
ロ
目
耳
の
Ｃ
ｓ
［
ロ
の

一
五
四

口
の
け
〕
の
：
。
の
Ｃ
Ｏ
。
。
の
別
・
８
月
厨
：
。
■
ｂ
宮
口
ぐ
】
８
Ｐ

②
戸
鯖
法
は
い
円
三
目
回
・
国
も
日
ゴ
・
汀
四
・
℃
．
】
Ｐ
｛
８
ｓ
。
〔
の
金
・

ま
た
、
仙
稿
、
後
掲
（
後
注
⑩
）
も
参
照
。

（
釦
）
「
オ
ッ
プ
ラ
ー
氏
か
ら
『
家
を
ど
う
す
る
か
』
と
き
か
れ
た
の
で

『
全
面
的
に
廃
止
す
る
」
と
い
う
と
、
彼
は
「
災
は
僕
も
そ
う
思
っ
て

い
る
。
こ
れ
だ
け
は
ゆ
ず
れ
な
い
。
［
…
…
］
』
と
い
っ
て
い
た
。
」
（
川

船
の
発
言
、
川
、
前
側
（
注
粥
）
五
一
、
、
川
脇
の
災
名
に
つ
き
七
八

頁
）
。
な
お
、
こ
の
収
、
同
書
同
箇
所
に
加
え
、
一
九
七
七
年
一
○
月

二
三
日
に
独
日
に
行
っ
た
川
鳥
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
も
腋
づ
く
ス
タ

イ
ナ
ー
は
、
オ
プ
ラ
ー
が
川
脇
の
「
家
」
全
廃
の
主
扱
に
川
な
し
た
と

述
べ
る
が
、
こ
れ
は
オ
プ
ラ
ー
の
個
人
的
意
兇
、
と
の
（
川
、
Ⅲ
刊
同

簡
二
川
と
は
若
干
異
な
る
）
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
る
。
【
口
風
⑪
〔
の
曰
の
『
・

慶
曰
ロ
の
ｏ
Ｃ
８
Ｈ
ｐ
Ｃ
口
：
Ｑ
Ｓ
の
幻
の
〔
。
ｎ
日
。
［
Ｓ
ｃ
］
§
目
研
の
Ｑ
己

Ｑ
江
の
・
３
幻
・
房
風
向
・
司
臼
ａ
Ｐ
且
邑
８
汀
涛
目
巨
の
四
百
日
・
８
（
且
い
）
・

ロ
§
：
且
時
計
頃
」
貝
百
ミ
ヨ
意
』
（
博
且
ｏ
８
５
Ｐ
ミ
ヨ
・
ロ
ロ
】
ぐ
の
『
“
ご

ｏ
【
国
騨
乏
巳
弓
列
厨
⑭
・
国
○
口
・
Ｅ
Ｆ
ら
、
『
・
ロ
ロ
・
巴
②
－
こ
む
．
Ｐ
ロ
：
』
⑦
．
（
。
。
，

日
。
忘
恩
。
（
和
訳
は
カ
ー
ト
・
ス
タ
イ
ナ
ー
、
川
巾
英
夫
訳
「
占
傾
と

氏
法
典
の
改
正
」
坂
木
義
和
／
Ｒ
・
腿
・
ウ
ォ
ー
ド
編
『
Ⅲ
水
占
剛
の

研
癖
筥
志
器
凧
大
学
川
版
会
、
一
九
八
七
年
、
川
三
○
口
水
‐
又
、
川
五
二

Ⅱ
沈
加
。
）
他
力
で
、
川
脇
武
両
『
あ
る
法
学
者
の
軌
跡
』
汀
斐
川
、

一
九
七
八
年
、
二
一
二
－
二
一
三
頁
は
、
川
島
の
「
家
族
制
度
の
廃

止
」
の
主
張
に
対
し
オ
プ
ラ
ー
が
「
〔
…
…
］
８
８
Ｐ
３
碩
曰
殖
だ
」
と

述
べ
た
と
い
う
も
の
の
、
オ
プ
ラ
ー
の
自
身
の
愈
几
を
明
白
に
は
記
し
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て
い
な
い
。

（
⑬
）
こ
の
ケ
イ
デ
ィ
ス
の
言
に
従
う
な
ら
ば
、
前
述
の
川
脇
、
前
掲

（
⑩
）
高
柳
ほ
か
、
前
掲
（
注
川
）
Ｉ
三
三
Ⅲ
瓜
（
和
訓
三
三
三
頁
）
参
（
注
羽
）
同
箇
所
の
解
釈
は
、
例
え
ば
、
オ
プ
ラ
ー
が
〈
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ

照
。
な
お
、
吉
川
は
岡
二
Ⅱ
二
二
Ⅱ
の
会
談
で
も
、
ホ
イ
ッ
ト
ー
ー
ー
．
［
な
味
す
る
と
こ
ろ
は
耶
災
上
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
と
同
じ
〕
の
方
針
に
よ
り
、

ケ
イ
デ
ィ
ス
な
ど
に
対
し
、
「
完
全
な
秘
密
」
を
要
請
し
、
ホ
イ
ッ
ト
ウ
ィ
ー
ド
の
発
言
に
オ
プ
ラ
ー
が
拘
束
さ
れ
る
の
だ
〉
と
の
趣
旨
（
殊

ニ
ー
の
了
解
を
得
て
い
る
。
同
川
Ｉ
四
○
○
画
（
和
訳
川
○
一
頁
）
。
に
後
半
）
を
や
や
冗
談
め
か
し
て
誘
っ
た
の
を
、
川
脇
が
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の

以
上
は
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
側
の
資
料
だ
が
、
川
本
側
の
寅
料
は
禰
圃
坐
の
限
り
で
は
、
愈
味
を
字
義
通
り
の
§
『
の
日
の
（
ど
ｇ
ｇ
ｇ
：
『
｛
。
『
島
の
少
Ｅ
８

『
惣
法
制
定
の
経
過
に
関
す
る
小
委
且
会
柵
告
評
趨
法
調
査
会
報
倍
潜
勺
○
三
の
劇
即
ち
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
自
身
と
班
解
し
、
か
つ
（
以
下
は
イ
ン

付
属
文
謝
第
二
号
」
一
九
六
一
年
九
Ⅱ
、
二
三
九
、
三
四
三
’
三
四
九
、
タ
ビ
ュ
ー
（
注
妃
）
の
川
島
の
発
言
の
解
釈
に
も
妥
当
）
「
冗
談
め
か

三
五
六
－
三
五
八
頁
［
以
上
一
三
日
の
件
］
、
三
六
九
’
三
七
一
頁
し
」
を
真
剣
に
受
け
取
っ
た
、
等
々
が
可
能
と
な
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は

［
皇
二
Ⅱ
の
件
］
、
さ
ら
に
晒
幽
は
あ
る
が
、
佐
藤
、
唖
川
畑
（
（
肥
）
四
脈
細
な
分
析
に
は
れ
ち
入
ら
な
い
。

‐
や
－
五
一
頁
〔
二
二
日
の
件
］
、
六
ｎ
Ｙ
Ｌ
ハ
川
及
び
六
七
頁
［
二
二
Ⅱ
（
“
）
必
ず
し
も
そ
う
は
思
わ
れ
な
い
。
煎
嬰
な
例
と
し
て
、
片
山
主
導

の
件
］
に
は
吉
川
の
こ
の
要
調
に
つ
い
て
は
言
及
は
な
い
。
（
高
柳
ほ
と
思
わ
れ
る
「
家
庭
法
」
法
案
を
見
よ
（
の
円
乏
固
Ｐ
目
ｓ
日
。
。
【
の

か
、
前
掲
（
注
⑩
）
Ⅱ
五
十
Ｔ
上
ハ
ニ
風
も
参
照
。
）

鱒
ロ
・
□
『
○
○
庁
ロ
。
（
の
⑬
『
）
ｏ

（
杣
）
こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
全
般
に
つ
い
て
、
○
８
－
の
『
・
臼
ｓ
日
ロ
。
（
の
恩
．
（
相
）
圏
可
の
①
］
］
の
詫
耳
＄
脇
。
三
】
』
』
ｏ
［
Ｓ
の
ロ
■
『
苗
。
の
い
の
］
ｐ
５
Ｄ
」
の
’
の
炎

ロ
ロ
・
の
？
．
Ｊ
『
（
和
訓
オ
プ
ラ
ー
、
前
川
（
沈
加
）
五
八
頁
）
も
伺
趣
』
Ⅱ
、
現
は
、
早
い
時
期
で
は
、
ざ
毎
日
間
局
８
蔦
冒
白
昼
ゴ
ミ
冑
ｓ
§
い
ゐ
▽

ま
た
最
後
の
「
例
外
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
ａ
・
も
．
ｓ
》
和
訳
は
同
前
五
（
§
。
。
、
』
や
蜀
ご
い
§
蜀
冒
Ｃ
ｓ
ら
畠
宛
ｇ
Ｃ
旦
旦
Ｃ
ｓ
③
ヨ
ョ
目
（
堕
垣
。
，

九
画
に
あ
る
。

毎
ｓ
買
い
§
頁
司
局
ｏ
・
ヨ
ョ
§
Ｂ
可
弓
弓
暮
⑩
」
（
』
鵠
艮
帛
さ
こ
の
風
・
〔
乞
金
。
》

（
妃
）
川
島
、
前
掲
（
注
”
）
二
一
六
頁
。
も
っ
と
も
、
鞭
者
に
よ
る
川
３
℃
目
」
厨
。
＆
ご
】
し
ｇ
］
［
。
の
岡
の
】
目
津
の
『
区
、
宛
、
〕
『
。
｝
・
『
・
ロ
・
』
厨
両

脇
】
郷
授
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
詳
細
は
沈
溺
）
で
は
、
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
録
の
、
一
九
Ｗ
近
年
八
川
二
九
川
付
の
凶
務
行
・
陸
平
行
・
獅
耶
宿
作

個
人
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
部
か
ら
直
々
に
成
の
文
謙
の
．
．
ご
ロ
】
怠
い
切
目
の
⑩
一
コ
三
四
］
勺
。
②
【
Ｉ
凸
仁
則
の
己
９
勺
・
’
一
Ｑ

『
ウ
ィ
ー
ド
が
イ
エ
ス
と
言
わ
な
い
こ
と
は
、
氏
法
改
正
案
と
し
て
承
〔
。
『
」
：
：
．
．
、
思
創
局
．
．
、
○
ヶ
）
の
。
二
く
８
薑
の
農
（
ワ
）
’
に
見
ら
れ
る
。

謝
し
な
い
』
と
命
令
が
出
て
い
た
の
で
す
」
と
、
ト
ー
ン
を
弱
め
た
形
涙
且
の
⑪
・
国
ｓ
日
ロ
・
［
の
宍
Ｕ
・
ロ
⑭
貝
［
Ｃ
Ｏ
日
○
局
』
（
和
訓
ケ
イ
デ
ィ
ス
、

に
な
っ
て
い
る
。

前
掲
（
注
９
①
）
二
九
瓜
及
び
凹
述
注
５
）
も
こ
れ
を
引
川
す
る
。
詳

元
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
民
政
局
次
長
故
Ｃ
・
Ｌ
・
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
一
九
九
三
年
）
（
和
川
）

一
五
五
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法
筆
志
林
第
九
十
Ⅲ
巻
第
二
号

述
し
な
い
が
、
同
じ
三
省
に
よ
る
後
の
い
わ
ゆ
る
「
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
ｃ
ｌ
２

２
８
〔
ス
ウ
ィ
ン
ク
・
ト
ゥ
・
ト
ゥ
・
エ
イ
ト
と
発
音
さ
れ
る
］
」
文

書
（
一
九
四
六
年
一
月
七
Ⅱ
承
認
）
に
も
周
知
の
ご
と
く
こ
れ
と
等
し

い
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
。
原
文
と
和
訳
と
し
て
高
柳
ほ
か
、
前
掲

（
注
⑱
）
’
四
一
二
’
四
三
八
頁
、
そ
の
う
ち
四
一
二
’
四
一
五
頁
の

同
文
識
の
Ｐ
（
司
）
・
口
を
参
照
。

（
妬
）
憲
法
に
つ
い
て
同
趣
旨
が
宍
箇
＄
②
§
ａ
ｐ
ｏ
［
の
垣
ｅ
・
ロ
・
曽
Ｐ

囚
且
＆
貸
・
・
甫
・
○
日
・
戸
の
『
【
。
『
岳
の
⑪
。
■
『
８
（
和
訓
ケ
イ
デ
ィ
ス
、
前

掲
（
注
９
①
）
二
九
画
、
典
拠
は
三
八
’
三
九
画
の
関
述
注
７
）
。
な

お
、
特
に
こ
の
点
に
つ
き
注
８
を
（
“
但
例
と
し
て
後
注
別
も
）
参
照
。

（
〃
）
ケ
ィ
デ
ィ
ス
は
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
時
、
こ
れ
は
○
日
］
ｇ

侮
凋
巳
勾
Ｑ
ミ
ヨ
§
Ｏ
Ｂ
員
蔦
員
冑
８
ｓ
夢
固
ｓ
日
：
【
の
ｇ
の
表
現
、

と
述
べ
て
い
た
が
、
管
見
で
は
同
書
に
は
こ
の
表
現
は
な
く
、
項
呉

曽
も
日
ロ
。
【
の
顔
・
ぐ
○
一
・
一
・
℃
．
】
⑪
②
（
周
Ｏ
ｄ
ｏ
ｚ
臼
の
副
題
が
震
ご
’

８
０
円
】
幻
の
ぐ
。
】
巨
匡
８
．
で
あ
り
、
蔵
．
．
□
・
乱
に
拠
れ
ば
オ
プ
ラ
ー
杵

述
）
を
意
図
し
た
発
言
で
あ
ろ
う
。

（
咽
）
戸
籍
法
改
正
全
体
に
於
け
る
以
下
の
①
②
の
点
の
位
置
づ
け
に
つ

い
て
、
及
び
既
知
の
知
見
に
つ
い
て
、
簡
単
に
は
拙
稿
、
前
掲
（
注

３
）
二
○
九
’
二
一
○
、
二
一
二
’
二
一
四
頁
、
仙
稿
、
後
柵
（
次

注
）
、
や
や
詳
し
く
は
拙
稿
三
目
Ｐ
旨
Ｓ
日
ロ
。
（
の
②
・
弓
・
単
Ｉ
山
・
や
－

扇
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
仰
）
そ
の
後
、
Ｏ
Ｍ
Ｑ
内
部
文
諜
に
拠
り
、
氏
政
局
の
オ
プ
ラ
ー
の
部

下
の
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
（
鈩
耳
ロ
日
」
・
三
・
○
。
『
且
◎
穴
）
は
少
な
く
と
も
、

一
五
六

参
議
院
の
関
係
者
か
ら
の
公
開
原
則
復
活
の
申
し
出
を
受
け
て
こ
れ
を

承
諾
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ミ
ヱ
”
ｐ
ｍ
ｏ
ｘ
Ｚ
ｐ
』
目
ｍ
・

句
・
】
Ｑ
の
『
［
三
・
ヘ
目
白
ワ
の
日
（
９
）
幻
の
曰
⑫
§
は
。
ロ
ー
可
Ｐ
目
］
昌
幻
の
日
の
‐

【
日
豆
○
コ
・
Ｚ
Ｃ
く
・
』
、
含
－
○
日
・
己
虜
》
め
す
①
。
【
Ｚ
Ｒ
い
の
Ｉ
恩
①
急
・
拙
稿

「
学
界
展
望
川
本
近
代
法
史
『
Ｇ
Ⅲ
Ｑ
文
轡
上
『
国
家
学
会
雑
誌
』

一
○
八
巻
一
・
二
号
（
一
九
九
五
年
二
Ⅱ
）
、
二
五
一
一
一
頁
（
な
お
、
民

法
・
戸
籍
法
中
の
「
家
」
改
廃
を
め
ぐ
る
Ｇ
Ⅲ
Ｑ
内
部
文
書
全
般
に
つ

き
同
二
五
一
’
二
五
四
頁
を
参
照
）
、
拙
稿
ゴ
ロ
８
．
２
℃
３
コ
。
（
Ｃ
Ｐ

ｂ
ｂ
・
国
ｌ
庭
・
拙
稿
、
前
掲
（
注
３
）
二
一
一
一
’
二
一
三
頁
も
参
照
。
。

（
卯
）
ケ
イ
デ
ィ
ス
は
当
初
よ
り
膠
の
貝
颪
堕
貫
．
の
語
を
よ
ど
み
な
く

使
っ
て
い
た
。

（
別
）
注
８
参
照
。
「
任
せ
た
」
の
で
は
な
い
ケ
ー
ス
も
多
々
あ
っ
た
こ

と
は
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
。
爾
要
例
と
し
て
、
戸
繍
法
に
つ
い
て
も
、

三
②
の
「
三
世
代
戸
籍
徹
底
排
除
」
を
崩
壊
さ
せ
、
「
家
」
廃
止
を
空

洞
化
し
か
ね
な
い
参
議
院
に
よ
る
修
正
案
の
申
し
川
を
、
マ
コ
ー
ミ
ッ

ク
は
異
議
あ
り
と
し
て
国
会
（
委
員
会
）
捉
川
を
認
め
て
い
な
い
二

九
四
七
年
一
二
月
一
日
）
。
三
三
幻
○
口
Ｃ
〆
三
○
・
」
、
圏
句
。
］
□
の
『
斤
量
貝

：
ヨ
ヮ
の
同
（
９
）
幻
の
風
⑪
可
島
・
回
－
句
Ｐ
目
］
弓
冗
の
固
い
庁
日
二
・
コ
・
Ｚ
。
『
・

＄
ｓ
ｌ
ｏ
ｏ
戸
乞
溢
・
め
ず
の
の
庁
ｚ
Ｒ
炉
の
ｌ
思
量
〃
川
隅
、
前
掲
（
注
⑱
）

二
五
二
’
二
五
三
頁
も
参
照
。

（
犯
）
前
掲
「
現
行
戸
籍
法
立
法
関
係
資
料
Ⅲ
」
（
注
諏
）
、
三
八
’
四
○
、

四
三
頁
。
及
び
ゴ
ヱ
幻
○
Ｆ
沢
口
○
・
層
Ｐ
昌
戸
ｐ
の
、
国
）
。
【
三

］
巳
］
＄
ミ
ー
ン
ニ
、
．
］
①
負
。
。
ｚ
可
Ｂ
ロ
ヱ
ゴ
シ
ド
・
圏
少
長
陽
二
℃
負
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富
の
日
・
３
口
目
日
（
。
『
日
の
○
ご
Ｃ
［
．
。
②
．
’
ｍ
ｐ
ｍ
］
両
ｑ
『
如
囚
］
一
〔
・
『
シ
日
中
族
制
度
と
火
皿
制
と
は
非
術
に
密
接
な
る
側
係
の
あ
る
従
来
の
Ⅲ
仙
制

且
日
。
ｐ
房
（
○
三
の
司
四
ョ
】
一
望
幻
の
駒
】
駕
国
３
二
。
■
Ｅ
三
・
・
．
す
］
○
℃
ロ
」
国
。
度
で
あ
り
ま
し
て
、
我
国
の
家
族
制
度
あ
っ
て
、
こ
の
日
本
国
の
家
族

め
す
Ｃ
ｇ
Ｚ
『
川
Ｆ
の
ｌ
②
ご
色
も
参
照
（
こ
の
文
沸
に
は
、
ケ
イ
デ
ィ
ス
か
ら
天
皇
隊
下
の
御
膝
元
に
人
道
が
通
じ
て
届
る
も
の
と
我
々
は
子
ね

に
依
る
ら
し
い
判
き
込
み
が
見
ら
れ
る
）
。

が
ね
信
じ
て
届
る
の
で
あ
り
ま
す
。
」
令
節
九
○
帝
阿
識
会
衆
議
院
水

（
郷
）
前
側
「
現
行
戸
獅
法
立
法
関
係
商
科
Ⅲ
」
（
注
〃
）
、
四
七
１
Ｎ
八
会
議
識
耶
迎
記
録
』
一
几
四
六
年
六
Ⅱ
二
六
Ⅲ
）
、
史
に
沢
川
小
庶

頁
。
及
び
ミ
ヱ
幻
ｐ
ｍ
ｏ
〆
辰
司
・
句
。
」
。
ｑ
こ
こ
Ｃ
へ
：
ョ
蔚
刊
（
］
『
）

（
同
和
会
）
の
発
言
、
「
公
の
方
面
に
於
て
は
、
天
皇
制
と
云
う
も
の
が

圃
日
ご
幻
の
的
尉
園
匡
・
ロ
Ｅ
二
・
口
〔
凶
ｎ
Ｔ
６
ｏ
Ｆ
】
や
あ
．
⑪
可
用
〔
翼
・
雌
Ⅱ
水
の
川
休
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
民
川
の
〔
…
…
］
生
活
に
於
て
は
、

炉
の
１
９
局
『
』
・
□
の
。
の
ヨ
ワ
の
Ｈ
』
の
ｓ
・
三
の
曰
・
『
：
ロ
ロ
ョ
（
・
ロ
ゴ
Ｃ
○
三
⑥
〔
．
家
族
制
度
が
矢
張
り
Ⅲ
本
の
国
体
で
あ
る
［
…
…
］
」
（
『
第
九
○
回
帝

広
め
ロ
巴
同
○
曰
四
一
】
『
。
『
シ
ョ
の
日
日
の
ロ
厨
（
・
島
の
甸
口
且
ご
幻
の
囚
⑫
戸
日
‐
脚
議
会
砒
族
院
本
会
議
議
耶
速
記
録
」
一
九
円
六
年
八
月
二
六
Ⅲ
）
、

片
】
○
コ
円
ｂ
葛
・
３
耳
菖
◎
○
日
目
ｎ
戸
も
参
照
。

な
お
両
発
訂
と
も
飛
者
が
漢
字
平
仮
紹
文
に
瓶
し
た
）
。

（
別
）
戸
研
法
改
正
当
時
、
改
正
机
当
の
司
法
行
災
耶
励
民
耶
二
課
長
で
（
卵
）
前
後
側
係
か
ら
し
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
蛾
案
は
む
ろ
ん
の
こ
と
な

あ
っ
た
青
木
義
人
の
発
一
高
。
「
厩
談
会
現
行
戸
籍
法
の
あ
ゆ
み
Ⅱ
」
ヨ
打
が
ら
、
三
月
六
冊
付
の
日
本
政
府
草
案
も
書
か
れ
て
後
、
と
い
う
ニ
ュ

淵
』
川
万
六
号
（
一
九
八
二
年
一
○
Ⅱ
）
三
二
’
三
三
画
。

ア
ン
ス
で
は
あ
っ
た
が
、
ケ
イ
デ
ィ
ス
自
身
の
記
憶
も
そ
こ
ま
で
は
明

（
師
）
な
お
他
の
例
と
し
て
、
民
法
に
関
し
、
プ
レ
イ
ク
モ
ァ
は
、
改
正
砿
で
は
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

草
案
は
「
ワ
シ
ン
ト
ン
や
極
東
委
貝
会
に
提
出
す
べ
き
も
の
」
ゆ
え
、
（
印
）
ケ
イ
デ
ィ
ス
が
述
べ
る
フ
ジ
イ
及
び
そ
の
將
灘
に
は
、
藤
井
新
一

「
英
訳
も
優
秀
な
も
の
と
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
」
と
い
う
が
、
「
提
及
び
の
三
日
・
巨
句
員
・
司
訂
園
§
§
｛
画
具
百
℃
目
§
Ｐ
目
員
屋
，

川
」
の
必
挫
性
を
語
る
の
み
で
あ
る
。
「
了
承
」
が
必
喫
と
い
う
含
愈
愚
§
Ｅ
Ｆ
ｇ
・
『
：
］
百
百
・
閂
。
ご
ｏ
・
房
程
。
が
す
べ
て
の
点
で
〈
皿
致
す

は
全
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
一
九
川
七
年
六
Ⅱ
一
○
川
の
プ
レ
イ
ク
モ
る
（
か
つ
他
に
該
当
す
る
も
の
も
見
当
た
ら
な
い
）
の
で
、
そ
う
断
定

ァ
と
司
法
省
の
第
十
四
Ｍ
会
談
録
、
前
掲
「
民
法
［
…
］
会
談
録
し
て
よ
か
ろ
う
。
民
政
局
の
正
式
報
告
宵
で
あ
る
四
賀
『
○
一
・
『
・

（
光
こ
『
民
馴
Ⅱ
報
」
（
沌
師
）
八
七
Ⅱ
。

②
５
日
ロ
・
戸
⑩
命
中
の
⑪
の
ｏ
は
。
ゴ
ロ
・
円
ゴ
の
ｚ
の
三
○
○
口
吻
は
【
目
。
。
。
｛

（
錨
）
こ
の
「
問
題
」
の
内
容
も
ケ
ィ
デ
ィ
ス
よ
り
Ⅲ
い
て
い
る
が
、
水
］
：
：
，
（
ロ
ロ
・
胃
ｌ
Ｅ
ｍ
）
・
ロ
．
①
α
も
、
可
巳
働
・
臼
・
・
ロ
・
合
を
引
川
し
て

記
録
の
テ
ー
マ
と
は
直
接
関
係
が
な
い
の
で
省
略
す
る
。

い
る
。
な
お
、
藤
井
に
つ
い
て
簡
叩
に
は
拙
稿
、
前
掲
（
性
別
）
の

（
師
）
例
と
し
て
原
火
次
郎
（
Ⅲ
水
進
歩
党
）
の
発
言
、
「
我
が
凶
の
家
「
上
」
八
七
画
の
注
犯
、
「
下
」
Ⅱ
三
ｌ
ｎ
川
頁
の
注
㈹
（
水
記
録
の
こ

元
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
民
政
同
次
長
故
Ｃ
・
Ｌ
・
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
二
九
九
三
年
三
和
川
）

一
五
七
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（
剛
）
ケ
イ
デ
ィ
ス
は
虹
に
縦
け
て
、
以
下
を
述
べ
た
ｌ
「
こ
れ
は
元

全
に
私
的
か
つ
秘
密
（
ｂ
ａ
く
日
の
）
な
会
談
で
あ
っ
た
。
私
は
Ｇ
Ⅱ
Ｑ

か
ら
は
誰
も
辿
れ
て
い
か
な
か
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
［
こ
の
段

階
の
憲
法
制
定
過
隠
で
］
Ⅲ
本
側
に
干
渉
す
る
な
、
と
言
っ
て
い
た
の

で
、
も
し
自
分
と
金
森
の
会
談
に
つ
い
て
公
表
さ
れ
る
（
ロ
５
房
ロ
）

と
川
る
、
と
私
は
思
っ
た
。
こ
の
会
談
の
珊
尖
が
判
れ
ば
、
自
分
は
ホ

イ
ッ
ト
ニ
ー
川
及
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
怒
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
会

談
の
席
で
、
私
は
金
森
に
、
「
も
し
公
爽
さ
れ
た
り
し
た
ら
、
私
は
辞

任
す
る
」
と
言
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
会
談
の
記
録
（
日
旨
貝
の
⑪
）
は

〔
日
本
側
に
］
残
さ
れ
て
い
た
。
後
年
、
そ
れ
を
読
ん
だ
ア
マ
ー
ス
ト

法
学
志
林
節
九
十
Ⅲ
巻
第
二
号

の
点
に
簡
単
に
触
れ
た
）
を
参
照
。

（
帥
）
憲
法
調
査
会
事
務
局
『
日
本
国
憲
法
成
立
の
経
緯
』
（
入
江
俊
郎

述
）
（
迦
尚
・
総
飾
川
十
六
号
）
、
一
九
六
○
年
（
人
抓
俊
郎
『
遜
法
成

立
の
経
緯
と
懲
法
上
の
諸
問
題
－
－
入
江
俊
郎
論
災
‐
－
Ｌ
第
一
法
規
、

一
九
七
六
年
、
ｌ
ｌ
Ｎ
七
二
口
に
彼
刻
・
公
刊
）
、
三
六
四
’
三
六
七

頁
の
〔
一
九
州
六
年
〕
七
Ⅱ
一
七
・
二
三
Ⅱ
両
佃
の
ケ
イ
デ
ィ
ス
と
、

金
森
・
入
江
・
佐
藤
達
夫
の
間
の
会
談
の
い
ず
れ
か
が
、
本
付
録
の
会

談
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
（
な
お
、
灘
法
網
従
会
『
懸
法
制
定
の

経
紳
に
側
す
る
小
委
且
金
銅
十
五
Ｍ
識
馴
録
』
（
昭
和
三
三
［
一
九
庇

八
〕
年
一
一
Ⅱ
二
七
日
）
、
二
七
－
二
九
画
の
入
江
の
発
言
記
録
も
ほ

ぼ
Ｍ
趣
』
則
ま
た
、
古
側
彰
一
痢
新
懸
法
の
誕
生
』
中
央
公
論
社
、
一

九
八
九
年
、
二
一
七
－
二
’
八
頁
及
び
三
三
六
頁
の
関
連
注
（
邪
）
に

九
八
九
年
、
二
一
七
ｌ

ｂ
言
及
さ
れ
て
い
る
。
）

一
正
八

大
学
の
ム
ー
ァ
（
三
８
局
）
教
授
）
が
私
に
「
本
当
に
『
公
表
さ
れ

た
ら
辞
任
す
る
」
と
言
っ
た
の
か
」
と
聞
く
の
で
、
「
一
一
司
っ
た
と
思
う
」

と
応
え
た
。
」
ム
ー
ァ
は
ア
マ
ー
ス
ト
大
学
、
歴
史
学
救
授
・
川
本
の

占
額
期
研
究
背
の
幻
ご
少
・
嵩
・
日
の
（
一
九
三
三
年
生
ま
れ
）
で
あ
ろ

う
。
た
だ
、
注
切
の
い
ず
れ
の
文
献
で
も
、
入
江
は
ケ
イ
デ
ィ
ス
の

「
公
表
さ
れ
た
ら
辞
任
す
る
」
と
の
言
は
記
録
し
て
い
な
い
の
で
、
ケ

イ
デ
ィ
ス
が
述
べ
る
「
会
談
の
記
録
」
は
不
明
、
筆
者
は
未
見
で
あ
る
。

（
皿
）
こ
れ
に
該
当
す
る
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
は
、
言
罰
幻
○
の
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
文
Ｗ

巾
を
洲
在
し
た
も
の
の
米
発
見
で
、
米
几
。
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